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今
を
去
る
こ
と
百
年
前
の
１
９
１
７
年

11
月
７
日
、革
命
家
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
レ
ー

ニ
ン
に
指
導
さ
れ
た
ロ
シ
ア
の
労
働
者
と

兵
士
が
武
装
蜂
起
し
、
首
都
ペ
ト
ロ
グ

ラ
ー
ド
（
現
在
の
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル

ク
）
の
冬
宮
を
襲
っ
た
。
ロ
シ
ア
革
命
の

第
二
幕
、
十
月
革
命
の
始
ま
り
で
あ
る
。

　

世
界
初
の
社
会
主
義
革
命
を
実
現
さ
せ

た
レ
ー
ニ
ン
が
亡
く
な
る
の
は
そ
れ
か
ら

６
年
後
の
１
９
２
４
年
１
月
21
日
の
こ

と
。
時
に
「
レ
ー
ニ
ン
死
す
」
の
報
を
受

け
た
日
本
の
出
版
社
、大
日
本
雄
弁
会（
講

談
社
の
前
身
）
は
、
わ
ず
か
３
週
間
後
の

２
月
10
日
、
彼
の
評
伝
を
発
行
し
た
。
そ

れ
が
本
書
、『
快
傑
レ
ー
ニ
ン
』
で
あ
る
。

　
『
快
傑
レ
ー
ニ
ン
』
―
―
昭
和
の
子
供

向
け
特
撮
ド
ラ
マ
の
よ
う
な
タ
イ
ト
ル
に

つ
い
つ
い
吹
き
出
し
て
し
ま
い
そ
う
に
な

る
が
、実
は
知
る
人
ぞ
知
る
奇
書
で
あ
る
。

　

著
者
は
白
雲
楼
学
人
。
本
書
の
他
に
著

作
は
知
ら
れ
て
い
な
い
謎
の
著
者
。
か
く

し
て
そ
の
正
体
は
―
―
当
時
、
外
務
省
情

報
部
第
二
課
長
の
任
に
あ
っ
た
芦あ

し

田だ

均ひ
と
し。

の
ち
の
第
四
七
代
内
閣
総
理
大
臣
（
在
任

１
９
４
８
年
３
月
‐
10
月
）、
芦
田
均
そ

の
人
な
の
で
あ
る
。

林
はやし

　 瞬
しゅんすけ

介

快傑レーニン
――のちの首相が目撃したロシア革命

今 月 の 一 冊 国立国会図書館の蔵書から

『快傑レーニン』
白雲楼学人 著　大日本雄弁会 発行　1924
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1877444
国立国会図書館デジタルコレクションでご覧いただけます
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芦
田
均
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
冷
戦

下
に
お
け
る
ソ
連
の
脅
威
に
警
鐘
を
鳴
ら

し
、
熱
烈
な
再
軍
備
論
者
と
な
っ
た
こ
と

で
知
ら
れ
る
。
そ
ん
な
彼
が
な
ぜ
レ
ー
ニ

ン
の
評
伝
を
執
筆
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

芦
田
は
現
在
の
京
都
府
福
知
山
市
に

生
ま
れ
、
東
京
帝
国
大
学
を
卒
業
後
25

歳
で
外
務
省
に
入
省
。
そ
の
2
年
後
の

１
９
１
４
年
か
ら
最
初
の
在
外
勤
務
を
在

ロ
シ
ア
日
本
大
使
館
で
送
っ
た
。
ロ
シ
ア

革
命
が
起
こ
っ
た
の
は
ま
さ
に
芦
田
の
ペ

ト
ロ
グ
ラ
ー
ド
駐
在
中
で
あ
っ
た
。

　

革
命
は
、
１
９
１
７
年
3
月
8
日
の
反

乱
に
始
ま
る
帝
政
の
倒
壊
、
11
月
の
レ
ー

ニ
ン
率
い
る
ボ
リ
シ
ェ
ビ
キ
（
ソ
ビ
エ
ト

共
産
党
の
前
身
）
の
政
権
奪
取
の
二
段
階

で
進
行
し
た
。
当
時
の
ロ
シ
ア
で
は
現
行

の
西
暦
よ
り
暦
日
が
13
日
遅
れ
た
ユ
リ
ウ

ス
暦
を
使
用
し
て
い
た
の
で
、
最
初
の
革

命
を「
二
月
革
命
」、二
番
目
の
革
命
を「
十

月
革
命
」
と
い
う
。

　

十
月
革
命
が
起
こ
っ
た
日
の
夜
、
芦
田

は
ネ
ヴ
ァ
川
の
河
畔
に
近
い
自
宅
で
、
反

乱
に
加
担
し
た
巡
洋
艦
ア
ヴ
ロ
ー
ラ
の
砲

声
を
耳
に
し
た
。
自
宅
を
飛
び
出
し
た
彼

は
、
銃
を
肩
に
し
た
兵
士
や
労
働
者
た
ち

が
冬
宮
へ
と
足
早
に
向
か
い
、
夜
中
に
は

冬
宮
を
守
っ
て
い
た
政
府
側
部
隊
が
撤
退

し
て
い
く
の
を
目
撃
し
て
い
る
（『
革
命

前
夜
の
ロ
シ
ア
』）。

　

こ
う
し
て
歴
史
の
激
動
に
立
ち
会
っ
た

芦
田
は
、
公
務
で
は
革
命
前
後
の
ロ
シ
ア

の
経
済
社
会
情
勢
に
関
す
る
調
査
に
従
事

し
て
い
た
。『
快
傑
レ
ー
ニ
ン
』
は
こ
の

経
験
に
基
づ
い
て
書
か
れ
た
の
で
あ
る
。

　

１
９
２
４
年
の
日
記
に
よ
る
と
、
レ
ー

ニ
ン
死
去
の
報
を
1
月
23
日
に
知
っ
た
芦

田
は
、
そ
の
日
の
晩
に
執
筆
に
取
り
か
か

り
、
1
月
31
日
に
は
最
終
作
業
を
行
っ
て

い
る
。
校
正
刷
が
出
来
上
が
っ
た
の
は
2

月
3
日
。
多
く
は
過
去
の
原
稿
を
再
編
集

し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
に
し
て
も

驚
く
べ
き
速
さ
で
あ
る
（『
芦
田
均
日
記

１
９
０
５
‐
１
９
４
５
』）。

　
『
快
傑
レ
ー
ニ
ン
』
に
お
い
て
、
芦
田

は
レ
ー
ニ
ン
と
ロ
シ
ア
革
命
に
つ
い
て
決

め
つ
け
を
せ
ず
、
客
観
的
に
功
罪
を
評
価

し
よ
う
と
い
う
態
度
を
貫
い
て
い
る
。

　

彼
は
レ
ー
ニ
ン
の
ソ
ビ
エ
ト
政
権
を
、

暴
力
を
方
便
と
し
、
目
的
の
た
め
に
手
段

を
選
ば
な
い
精
神
を
持
っ
て
い
る
点
で
は

フ
ァ
シ
ズ
ム
と
変
わ
り
が
な
い
と
断
じ

出版前に行われた内務省の検閲により第三インターナショナルに関する説明が大幅に削除され、「・・・」と伏字になっている。
（http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1877444/86）
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る
。
し
か
し
、
レ
ー
ニ
ン
が
「
無
産
者
の

名
に
於お

い

て
有
産
者
を
迫
害
し
、
解
放
の
名

に
依よ

つ
て
極
端
に
個
性
を
束
縛
」
す
る

の
と
同
時
に
「
三
百
年
の
間
培つ

ち
か
われ
た
鋼

の
如
き
因
襲
を
粉
微
塵
に
」
打
ち
破
り
、

「
固こ

ろ
う
ふ
は
い

陋
腐
敗
の
専
制
政
治
よ
り
ロ
シ
ア
の

蒼そ
う
せ
い生
を
救
つ
て
之
に
人
間
と
し
て
の
生
活

経
験
を
与
え
た
」と
も
評
す
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
柔
軟
で
多
面
的
な
視
点
は

学
者
肌
の
外
交
官
・
政
治
家
で
あ
っ
た
芦

田
の
面
目
躍
如
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

彼
の
レ
ー
ニ
ン
評
は
、
社
会
主
義
の
波
及

が
恐
れ
ら
れ
て
い
た
当
時
の
現
職
官
僚
と

し
て
は
異
色
で
あ
る
。
本
書
が
匿
名
で
出

版
さ
れ
た
理
由
が
う
な
ず
け
る
。

　

１
９
３
２
年
に
衆
議
院
議
員
に
当
選
し

た
芦
田
は
軍
部
の
独
走
を
批
判
、
リ
ベ
ラ

リ
ス
ト
（
自
由
主
義
者
）
と
し
て
知
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
。『
快
傑
レ
ー
ニ
ン
』
か

ら
も
、
何
よ
り
も
自
由
と
民
主
主
義
を
重

ん
じ
た
彼
の
政
治
思
想
を
読
み
取
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

芦
田
は
そ
の
信
条
に
基
づ
い
て
、

１
９
２
４
年
時
点
の
ソ
連
を
理
解
し
て
い

た
。
レ
ー
ニ
ン
は
晩
年
、「
新
経
済
政
策
」

と
し
て
資
本
主
義
を
部
分
的
に
復
活
さ
せ

た
が
、
芦
田
は
こ
れ
を
行
き
過
ぎ
た
社
会

主
義
革
命
の
終
結
と
み
な
し
て
い
た
の
で

あ
る
。「
自
然
の
大
法
則
」
に
よ
っ
て
ロ
シ

ア
は
修
正
資
本
主
義
を
選
択
し
、
い
ず
れ

自
由
主
義
国
家
へ
と
回
帰
し
て
い
く
―
―

こ
れ
が
芦
田
の
見
通
し
だ
っ
た
。

　

そ
の
後
の
歴
史
は
彼
の
予
想
を
裏
切
っ

た
。
レ
ー
ニ
ン
の
後
継
者
た
ち
は
国
民
に

社
会
主
義
を
強
引
に
押
し
付
け
て
自
由
を

抑
圧
す
る
の
み
な
ら
ず
、
か
つ
て
の
帝
国

主
義
の
よ
う
に
力
づ
く
に
勢
力
圏
を
拡
大

し
て
い
る
―
―
冷
戦
体
制
を
こ
の
よ
う
に

読
み
取
っ
た
芦
田
は
、
ソ
連
を
強
く
批
判

す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

【参考文献】
芦田均『革命前夜のロシア』文芸春秋新社 , 1950.
進藤栄一 , 下河辺元春 編『芦田均日記』岩波書店 , 1986.
福永文夫 , 下河辺元春 編『芦田均日記 1905-1945』柏書房 , 
2012.
上田美和『自由主義は戦争を止められるのか』吉川弘文館 , 
2016.
上田美和「リベラリストの悔恨と冷戦認識」（伊藤信哉 , 萩
原稔 編著『近代日本の対外認識 1』彩流社 , 2015）
宮野澄『最後のリベラリスト・芦田均』文芸春秋 , 1987.

進藤栄一, 下河辺元春 編『芦田均日記』岩波書店, 1986.
芦田は1905年、第一高等学校（現在の東京大学教養学部）在学中の18
歳から日記をつけ始め、1959年に亡くなるまで50年以上続けた。日記
は翻刻が出版されており、自筆原本のうちおおむね戦後分に当たる一部
は遺族から寄託を受けて国立国会図書館憲政資料室が保管している。

芦田均（1887-1959）

「近代日本人の肖像」より
http://www.ndl.go.jp/portrait/datas/352.html

『快傑レーニン』　奥付
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1877444/124

『快傑レーニン』の売れ行きは好調で、発行後一か月で15刷
を数えている。日記によれば芦田は「白雲楼」の印が押され
た印紙を2月だけで6,000枚出版社に渡しており、印税とし
て定価の1割に当たる合計900円を受け取ったという。
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憲
政
資
料
室
の
新
規
公
開
資
料
か
ら

太お
お
た田
耐た
い
ぞ
う造
関
係
文
書

（
一
、一
〇
四
点
　
平
成
二
九
年
二
月
公
開
）

　

太
田
耐
造
は
思
想
取
締
等
を
担
う
司

法
省
刑
事
局
第
六
課
長
等
、
司
法
行
政

に
係
る
要
職
を
歴
任
し
た
人
物
で
あ

り
、
同
文
書
は
業
務
上
取
得
し
た
内
部

文
書
や
訊
問
調
書
等
を
含
み
ま
す
。

　

太
田
が
刑
事
局
第
六
課
長
で
あ
っ
た

期
間
に
は
「
ゾ
ル
ゲ
事
件
」
の
取
調
べ

が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
第

二
次
世
界
大
戦
中
に
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
ゾ

ル
ゲ
を
中
心
と
す
る
諜
報
機
関
が
日
本

の
機
密
情
報
を
ソ
連
に
通
報
し
て
い
た

と
し
て
機
関
員
が
逮
捕
、
処
罰
さ
れ
た

事
件
で
す
。
昭
和
一
六（
一
九
四
一
）年

一
〇
月
に
ゾ
ル
ゲ
ら
が
検
挙
さ
れ
た
当

初
、
事
件
は
公
表
さ
れ
ず
、
翌
昭
和

一
七
年
五
月
に
司
法
省
か
ら
「
国
際
諜

報
団
事
件
」と
し
て
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

司
法
省
内
で
は
そ
の
間
、
発
表
の
在
り

方
を
め
ぐ
っ
て
検
討
が
な
さ
れ
て
い
た

よ
う
で
、
修
正
が
書
き
込
ま
れ
た
発
表

草
案
が
残
っ
て
い
ま
す（

１
）（

写
真
1
）。
そ

れ
に
対
す
る
「
外
務
省
非
公
式
意
見
」

（
写
真
2
）
と
突
き
合
わ
せ
る
と
、
ど
こ

に
外
務
省
の
意
見
が
反
映
さ
れ
た
か
一

目
瞭
然
で
す
。
ま
た
、
発
表
に
合
わ
せ

て
作
成
し
た
と
み
ら
れ
る
「
新
聞
記
事

掲
載
要
領
」（
資
料
番
号
２
１
３
）
で

は
、
新
聞
へ
の
写
真
掲
載
を
禁
止
す
る

ほ
か
、
ト
ッ
プ
扱
い
等
を
し
な
い
よ
う

命
じ
て
お
り
、
政
府
が
こ
の
事
件
の
国

民
へ
の
影
響
を
統
制
し
よ
う
と
し
て
い

る
様
子
が
看
取
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
ゾ
ル
ゲ
事
件
に
係
る
資
料
の
ほ

か
、
無
産
運
動
取
締
り
の
過
程
で
の
押

収
物
な
ど
、
当
時
の
生
々
し
い
資
料
も

残
っ
て
お
り
、
昭
和
戦
前
期
の
司
法
省

を
知
る
恰
好
の
資
料
群
で
す
。

　

国
立
国
会
図
書
館
は
、
幕
末
・
維
新
期
か
ら
現
代
に
及
ぶ
時
期

の
政
治
家
、
官
僚
、
軍
人
ら
の
所
有
し
て
い
た
個
人
文
書
（
憲
政

資
料
約
三
九
万
点
）
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
東
京
本
館

憲
政
資
料
室
で
新
規
に
公
開
し
た
資
料
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

憲
政
資
料
は
主
に
ご
子
孫
な
ど
か
ら
の
寄
贈
に
よ
っ
て
収
集
し

た
資
料
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
整
理
や
目
録
作
成
を
経
て
一
般

に
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
記
事
に
よ
り
、
政
治
史
を
は
じ
め

様
々
な
分
野
の
調
査
・
研
究
を
支
え
る
貴
重
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

魅
力
の
一
端
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

憲
政
資
料
室
の
新
規
公
開
資
料
か
ら

憲政資料室のご案内（東京本館　本館4階）

　幕末・維新期から現代にいたる政治家・官僚・軍人
などが所蔵していた文書類を集めた「憲政資料」、第
二次世界大戦終了後の連合国による日本占領に関する
米国の公文書を中心に集めた「日本占領関係資料」、
主に北米・南米への日本人移民に関する資料を集めた
「日系移民関係資料」を扱っています。
　憲政資料室の利用方法、今回紹介する資料を含む所
蔵資料の概要については、リサーチ・ナビ「憲政資料
室の所蔵資料」（https://rnavi.ndl.go.jp/kensei/）をご覧
ください。

1　 別の草案として資料番号 211-4

憲政資料室
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太田耐造（1903-1956）
明治36（1903）年東京生まれ。昭
和14（1939）年に刑事局第6課長、
昭和17年に満洲国司法部刑事司
長などを歴任する。敗戦直後は大
審院判事、弁護士となるも、公職
追放となった。昭和31年死去。

写真1
国際諜報団事件に関する司法当局談
<太田耐造関係文書209-4>

随所に手書きの修正の跡が残る。

写真2
外務省非公式意見
<太田耐造関係文書212-1>

太田耐造関係文書209-4（写真1）
に対応する修正意見。上の写真
では「三」の箇所が削除されて
いる。
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浜は
ま
ぐ
ち口
雄お
さ
ち幸
関
係
文
書
（
第
２
次
受
入
分
）

（
七
点
　
平
成
二
九
年
六
月
公
開
）

　

昭
和
期
に
首
相
を
務
め
た
浜
口
雄
幸

の
関
係
資
料
と
し
て
は
、
平
成
四
年
に

日
記
等
の
寄
贈
を
受
け
て
収
蔵
し
て
い

ま
す
が
、
こ
の
た
び
新
た
に
帝
大
時
代

の
ノ
ー
ト
等
の
資
料
の
寄
贈
を
受
け
ま

し
た
。

　

写
真
3
は
浜
口
雄
幸
が
末
岡
精
一

（
一
八
五
五
～
一
八
九
四
）の
講
義
を
受
講

し
た
際
の
講
義
筆
記
で
す
。

　
「
わ
が
国
に
お
け
る
最
初
の
憲
法
学

者（
２
）」
と
も
称
さ
れ
る
末
岡
は
、
在
学
中

か
ら
秀
才
の
誉
れ
高
く
、
明
治
一
四

（
一
八
八
一
）年
東
京
大
学
文
学
部
卒
業

と
同
時
に
文
学
部
兼
法
学
部
准
講
師
を

命
ぜ
ら
れ
ま
す（

３
）。
翌
明
治
一
五
年
三
月

か
ら
の
伊
藤
博
文
の
憲
法
調
査
に
同
行

し
て
ド
イ
ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
大

学
で
学
び（

４
）、
シ
ュ
タ
イ
ン
（Lorenz 

von Stein, 1815

～1890, 

高
名
な
ド

イ
ツ
の
法
学
者
）
に
も
面
会
、
帰
国
後

憲
法
・
国
法
学
を
講
じ
ま
す
が
、
明
治

二
七（
一
八
九
四
）年
、
三
九
歳
に
し
て

病
気
に
よ
り
早
逝
し
ま
す
。

　

そ
れ
だ
け
に
浜
口
の
ノ
ー
ト
は
、
わ

が
国
の
憲
法
学
の
黎
明
期
を
照
ら
す
貴

重
な
記
録
で
す
。

　

今
回
寄
贈
さ
れ
た
資
料
に
は
、
末
岡

の
講
義
を
筆
記
し
た
ノ
ー
ト
だ
け
で
な

く
、
穂
積
陳
重
（
法
理
学
）
や
土
方
寧

（
民
法 

人
権
法
）
の
講
義
の
ノ
ー
ト
も

含
ま
れ
て
い
ま
す
（
写
真
4
）。

　

浜
口
の
筆
記
は
端
正
だ
っ
た
た
め
、

同
級
生
の
間
で
も
浜
口
の
ノ
ー
ト
の
評

価
は
高
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

明
治
二
八（
一
八
九
五
）年
七
月
の
帝

国
大
学
法
科
大
学
政
治
学
科
の
卒
業
時

の
成
績
は
、
首
席
が
小
野
塚
喜
平
次
、

次
点
が
中
島
滋
太
郎
、
三
位
が
浜
口
雄

幸
で
し
た
。
次
点
の
中
島
は
、
の
ち
に

学
生
時
代
の
浜
口
に
つ
い
て
「
学
生
時

代
の
濱
口
は
黙
々
と
し
て
、
イ
ン
キ
壺

を
提
げ
て
赤
門
を
く
ぐ
り
、
黙
々
と
し

て
教
場
に
入
り
黙
々
と
し
て
筆
記
し
、

ま
た
、
黙
々
と
し
て
帰
つ
て
行
く
と
い

ふ
風
で
、
図
書
館
に
も
、
あ
ま
り
顔
を

出
す
方
で
は
な
か
つ
た
」「
君
の
大
学

時
代
の
筆
記
は
奇
麗
な
も
の
で
誰
が
見

て
も
よ
く
分
つ
た
」
と
述
べ
て
い
ま

す（
５
）。
復
習
の
た
め
か
書
込
み
や
ク
エ
ス

チ
ョ
ン
マ
ー
ク
に
溢
れ
た
ノ
ー
ト
を
見

て
い
る
と
、
こ
の
よ
う
な
回
想
に
も
得

心
が
い
く
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
回
ご
寄
贈
を
受
け
た
資
料
の
中
に

は
、憲
法
学
者
佐
々
木
惣
一
の
論
文「
兵

写真3
講義ノート（英佛獨憲法）
＜浜口雄幸関係文書12＞
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力
量
決
定
に
於
け
る
政
府
及
び
軍
部
の

関
係
」
が
掲
載
さ
れ
た
『
改
造
』
一
二

巻
七
号（
一
九
三
〇
年
七
月
号
）や
そ
れ
に

挟
ま
れ
た
ペ
ン
書
き
の
メ
モ
も
含
ま
れ

ま
す
。
当
時
、
ロ
ン
ド
ン
海
軍
軍
縮
条

約
の
調
印
を
め
ぐ
る
統
帥
権
干
犯
問
題

が
政
局
を
騒
が
せ
ま
し
た
が
、
こ
の
メ

モ
は
、
干
犯
問
題
に
も
関
係
す
る
海
軍

軍
令
部
条
例
第
三
条
に
関
す
る
論
点

を
、
浜
口
自
ら
記
し
た
も
の
と
推
定
さ

れ
ま
す
（
写
真
5
）。

浜口雄幸（1870-1931）
明治3（1870）年高知生まれ。明治28
年帝国大学法科大学卒、同年大蔵省
入省。逓信次官、大蔵次官を経て、
立憲同志会に参加し、大正4（1915）年
衆議院議員に初当選し、以後6回当
選した。憲政会総務の後、加藤高明
内閣で大蔵大臣、第1次若槻礼次郎
内閣で内務大臣・大蔵大臣を歴任。
昭和2（1927）年立憲民政党初代総裁。昭和4年首相となり、
金解禁を断行。昭和5年ロンドン海軍軍縮条約調印に踏み切
る。同年11月東京駅で狙撃され重傷、昭和6年8月26日死去。

肖像写真の出典：
「近代日本人の肖像」（http://www.ndl.go.jp/portrait/datas/168.html）

写真5 
海軍軍令部条例第三条に関係するメモ　
＜浜口雄幸関係文書17＞

写真4
講義ノート（民法人権法）
＜浜口雄幸関係文書14＞

2　末岡精一の業績については、高見勝利「講座担任者から見た憲法学説の諸相　
日本憲法学史序説」『北大法学論集』52 （3）, 2001, pp. 803 - 840.

3　末岡の講義録としては、一木喜徳郎が筆記したものが東京大学法学部に現存。
4　 没後に編まれた主著として末岡精一『比較国法学』博文館 , 1899.
5　 『浜口雄幸伝』浜口雄幸伝刊行会編・刊 , 1931, pp. 64 - 65.

http://www.ndl.go.jp/portrait/indexes/1870/
http://www.ndl.go.jp/portrait/datas/54.html
http://www.ndl.go.jp/portrait/datas/219.html
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渡わ
た
な
べ辺
国く
に
た
け武
関
係
文
書
（
そ
の
２
）

（
八
七
〇
点
　
平
成
二
九
年
三
月
公
開
）

　

明
治
時
代
の
大
蔵
官
僚
、
政
治
家
で
あ

る
渡
辺
国
武
の
旧
蔵
資
料
で
す
。
来
簡
が

多
く
五
〇
〇
点
以
上
に
の
ぼ
り
ま
す
。

　

第
一
回
帝
国
議
会（
一
八
九
〇
～
一
八
九
一
）

の
衆
議
院
で
は
反
政
府
野
党
で
あ
る
民
党

が
過
半
数
を
超
え
、
山
県
有
朋
内
閣
の

予
算
案
に
対
し
て
審
議
が
重
ね
ら
れ
ま
し

た
。
大
日
本
帝
国
憲
法
第
六
七
条
（
天
皇

大
権
に
基
づ
い
て
既
に
実
施
さ
れ
て
い
る

予
算
に
つ
い
て
は
、
議
会
は
政
府
の
同
意

な
く
し
て
削
減
で
き
な
い
）
に
つ
い
て
、

そ
の
範
囲
や
政
府
に
同
意
を
求
め
る
時
期

を
め
ぐ
り
論
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

条
文
を
ど
う
運
用
す
べ
き
か
は
政
府
に
も

議
会
に
も
大
き
な
課
題
で
、
渡
辺
国
武
は

大
蔵
次
官
と
し
て
説
明
の
任
に
当
た
っ
て

い
ま
す
。
明
治
二
四（
一
八
九
一
）年
二
月

二
〇
日
に
衆
議
院
で
政
府
側
の
意
に
沿
う

動
議
を
与
党
が
提
出
し
、
民
党
の
一
部
の

賛
成
を
得
て
、
予
算
成
立
の
道
筋
が
見
え

て
き
ま
し
た
。
そ
れ
を
受
け
て
二
日
後
に

法
制
局
長
官
で
憲
法
起
草
に
も
活
躍
し
た

井
上
毅
が
渡
辺
国
武
に
、「
拝
見 

虚
心
ニ

し
て
憲
〔
法
〕
六
十
七
条
ヲ
読
ム
ニ
…
」

か
ら
始
ま
る
書
簡
を
送
り
、
議
会
が
予
算

削
減
に
つ
い
て
政
府
の
同
意
を
求
め
ず
に

又
は
同
意
が
な
く
行
え
ば
、
そ
れ
は
違
憲

と
言
え
る
が
、
削
減
の
同
意
を
求
め
る
こ

と
自
体
は
違
憲
と
は
言
い
得
な
い
と
政
府

の
対
応
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
、
参
考
と

な
る
説
明
資
料
と
井
上
毅
が
自
身
の
意
見

を
ま
と
め
た
小
冊
子
「
憲
法
第
六
十
七
条

ニ
関
ス
ル
意
見
」（
写
真
6
）
も
添
え
て
い

ま
す
。
こ
れ
を
見
る
と
政
府
と
議
会
の
関

係
の
調
和
を
試
み
て
い
た
こ
と
を
う
か
が

わ
せ
ま
す
。

渡辺国武（1846-1919）
弘化3（1846）年長野生まれ。維新期に大久保利
通に引き立てられ、明治4（1871）年に民部省、
大蔵省に勤め、その後、大蔵官僚の道を歩む。
大蔵次官、第2次伊藤博文内閣の大蔵大臣、
逓信大臣、第4次伊藤内閣の大蔵大臣を歴任。
大正8（1919）年死去。兄の渡辺千秋は宮内官僚
で、その息子千冬を養嗣子とした。

肖像写真の出典：
『画譜　憲政五十年史』

写真6 　井上毅書簡 明治24（1891）年2月22日付　<渡辺国武関係文書（その２）1598>
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渡わ
た
な
べ辺
千ち

冬ふ
ゆ

関
係
文
書

（
三
三
三
点
　
平
成
二
九
年
三
月
公
開
）

　

大
正
、
昭
和
前
期
の
政
治
家
で
あ
る

渡
辺
千
冬
の
旧
蔵
資
料
で
す
。
来
簡
、

手
帳
・
日
記（
一
八
八
九
～
一
九
四
〇
年
、断

続
的
に
残
存
）、
明
治
四
一（
一
九
〇
八
）年

の
第
一
〇
回
衆
議
院
総
選
挙
、
日
仏
銀

行
関
係
の
書
類
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

な
か
で
も
渡
辺
千
冬
が
政
界
に
初
め

て
打
っ
て
出
た
第
一
〇
回
衆
議
院
総
選

挙
（
投
票
日
は
五
月
一
五
日
）
に
関
し

て
、
当
時
の
電
報
の
束
が
ま
と
ま
っ
て

残
さ
れ
て
い
ま
す
。
千
冬
は
出
身
地
で

あ
る
長
野
県
に
て
無
所
属
で
立
候
補
し

ま
し
た
。
こ
の
時
、
養
父
で
あ
る
国
武

と
親
交
の
あ
っ
た
小
川
平
吉
も
立
候
補

し
て
お
り
、
両
候
補
の
間
に
は
、
地
盤

割
り
の
協
定
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
し

か
し
、
選
挙
戦
も
終
盤
に
な
る
と
票
の

奪
い
合
い
が
激
し
く
な
っ
た
よ
う
で
、

小
川
の
事
務
所
か
ら
来
た
電
報
（
五
月

七
日
着
局
日
付
印
）（
写
真
7
）
に
は
「
貴

君
候
補
に
立
ち
し
た
め
小
川
の
点
数
減

る
恐
れ
あ
り　

諏
訪
郡
に
て
わ

（
マ
マ
）小
川
を

選
挙
す
べ
き
旨　

貴
君
の
お
名
前
に
て

書
面
出
す　

承
知
を
請
う
」
と
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
選
挙
結
果
を
み
る
と
、
長

野
県
で
一
二
名
の
立
候
補
者
中
、
渡
辺

千
冬
は
第
三
位
の
得
票
当
選
（
定
員
九

名
）
で
、
当
時
、
衆
議
院
で
は
最
年
少

の
議
員
と
な
り
ま
し
た
。
同
時
に
当
選

し
た
小
川
（
第
四
位
）
か
ら
も
祝
電
（
写

真
8
）
が
送
ら
れ
て
い
ま
す
。
当
時
の

選
挙
の
あ
り
方
が
う
か
が
え
る
資
料
で

す
。渡辺千冬（1876-1940）

明治9（1876）年長野生まれ。渡辺千秋の三男。明治28
年に叔父にあたる渡辺国武の養嗣子となる。日本製鋼所、
日仏銀行取締役に就任、明治41年に衆議院議員に当選、
大正9（1920）年には貴族院の子爵議員となり、浜口内閣、
第2次若槻内閣で司法大臣を務め、昭和14（1939）年に
枢密顧問官、翌年死去。

肖像写真の出典：
<渡辺千冬関係文書727>

写真8 　電報　<渡辺千冬関係文書717> 写真7 　電報　<渡辺千冬関係文書687>
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渡わ
た
な
べ辺
武た
け
し関
係
文
書 

（
一一
〇
点
　
平
成
二
九
年
三
月
公
開
）

　

昭
和
期
に
大
蔵
官
僚
と
し
て
活
躍
し
た

渡
辺
武
の
旧
蔵
資
料
で
す
。
日
記
・
手

帳
（
一
九
一
三
～
一
九
九
七
年
の
間
、断
続
的
に
残

存
）が
大
部
分
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

歴
史
上
で
大
き
な
出
来
事
の
あ
っ
た

日
、
昭
和
一
六（
一
九
四
一
）年
一
二
月
八

日
と
昭
和
二
〇
年
八
月
一
五
日
の
ペ
ー
ジ

を
参
照
し
て
み
ま
し
た
（
写
真
9
）。
前
者

で
は
、
米
英
と
の
開
戦
を
新
橋
駅
で
の
号

外
で
知
り
、
職
場
は
「
敵
産
管
理
等
の
応

急
措
置
に
付
早
速
協
議
」
を
開
始
し
て
い

ま
す
。
後
者
で
は
、「
正
午
次
官
室
ニ
テ

陛
下
ノ
御
放
送
ヲ
謹
聴　

涙
滂
沱
タ
リ
」

と
、
前
日
に
は
「
明
日
聖
上
詔
書
御
放
送

ニ
決
ス
」
と
知
り
な
が
ら
も
、
感
極
ま
っ

た
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。
両
者
を
並
べ

て
み
る
と
、紙
質
の
劣
化
が
一
目
瞭
然
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
の
経
済
状
況
が
う
か
が

え
ま
す
。

渡辺武（1906-2010）
明治39（1906）年東京生まれ。渡
辺千冬の長男。昭和5（1930）年
に大蔵省入省、主計局第三課長、
総務局企画課長、大臣官房企画
課長を務め、戦後は、大蔵省終
戦連絡部次長、同部長、大臣官
房長を歴任、1950年代には在米
国特命全権公使、後に国際復興
開発銀行理事、アジア開発銀行
総裁を歴任、平成22年死去。

写真9　日記　<渡辺武関係文書542、同547>　上が昭和16年、下が昭和20年。
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横よ
こ
や
ま山
助す
け
な
り成
関
係
文
書

一
七
点
　
平
成
二
八
年
一
二
月
公
開

　

横
山
助
成
は
東
京
府
等
の
知
事
の
ほ

か
、
警
視
総
監
、
大
政
翼
賛
会
事
務
総

長
を
歴
任
し
た
人
物
で
す
。
同
文
書
に

は
職
歴
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人
物
か
ら
の

書
簡
が
遺
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

朝
鮮
総
督
で
あ
っ
た
阿
部
信
行

（
一
八
七
五
～
一
九
五
三
）か
ら
は
太
平
洋

戦
争
末
期
の
昭
和
二
〇（
一
九
四
五
）年

五
月
一
五
日
付
の
書
簡
が
送
ら
れ
て
い

ま
す
（
写
真
10
）。
こ
の
時
期
は
、
攻
勢

に
転
じ
た
米
軍
等
が
前
年
の
一
〇
月
に

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
進
軍
し
た
こ
と
を
機

に
、
本
土
防
衛
の
観
点
か
ら
朝
鮮
半
島

南
部
及
び
済
州
島
の
重
要
性
が
高
ま

り
、
朝
鮮
で
は
沿
岸
部
に
お
け
る
築
城

や
兵
力
の
増
強
等
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

し
た（

６
）。
現
地
か
ら
出
さ
れ
た
こ
の
書
簡

に
も
「
戦
場
化
の
準
備
に
奔
走
」「
自

給
自
戦
態
勢
ニ
大
童
」
と
い
う
言
葉
が

見
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
朝
鮮
総
督
府
政
務
総
監
で

あ
っ
た
遠
藤
柳
作
は
戦
後
の
談
話
の
な

か
で
、
戦
時
中
の
米
の
供
出
に
関
し
、

内
地
人
（
日
本
人
）
が
自
ら
の
「
聖
戦
」

の
た
め
に
負
担
す
る
の
は
仕
方
な
い

が
、
自
ら
の
た
め
の
戦
争
だ
と
思
っ
て

い
な
い
朝
鮮
人
に
内
地
人
と
同
等
の
負

担
を
強
い
る
の
は
酷
だ
と
主
張
し
て
、

負
担
を
当
然
視
す
る
東
京
の
中
央
政
府

と
激
論
し
た
と
述
懐
し
て
い
る
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
ま
す（

７
）。

　

こ
の
阿
部
の
書
簡
で
も
、
既
に
敗
戦

を
見
越
し
て
い
る
朝
鮮
民
族
か
ら
戦
争

協
力
を
得
る
に
は
む
し
ろ
「
多
少
の
善

政
ら
し
き
満
足
」
を
与
え
る
必
要
が
あ

る
の
に
も
拘
ら
ず
、「
米
も
出
せ
」「
人

も
出
せ
」
と
命
ず
る
一
方
で
は
得
心
さ

せ
ら
れ
ず
苦
心
し
て
い
る
こ
と
を
吐
露

し
つ
つ
、
内
地
か
ら
は
そ
う
し
た
実
情

が
分
か
ら
な
い
と
し
て
朝
鮮
と
内
地
の

間
の
齟
齬
に
つ
い
て
述
べ
て
お
り
、
同

時
代
の
朝
鮮
総
督
に
よ
る
現
状
認
識
を

示
す
言
葉
と
し
て
興
味
深
い
も
の
で
す
。

横山助成（1884-1963）
明治17（1884）年秋田生まれ。大正11
（1922）年に内務省衛生局長となり、そ
の後、岡山県知事、石川県知事、東
京府知事等を歴任。そのほか、警視総
監、大政翼賛会事務総長にも任じた。
昭和38（1963）年死去。

写真10 　阿部信行書簡 横山助成宛 昭和20（1945）年5月15日付<横山助成関係文書1>

6　宮田節子 [ 編 ]「朝鮮軍概要史」『十五年戦争極秘資料集．第 15 集』
不二出版 , 1989

7　遠藤柳作・山名酒喜男・梶村秀樹 「阿部総督時代の概観―遠藤柳作政
務総監に聞く（1959. 9. 16）」『東洋文化研究』（通号 2）, 2000
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「目の調子が悪くて……」
ハンコ文化の誕生？
木
き の し た

下  竜
り ょ う ま

馬

中世の古文書を読んでみよう5
資料の世界の歩き方

武田信玄朱印状　正月二十二日
（国立国会図書館所蔵「在印古文書」）
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1286877
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今
回
取
り
上
げ
る
文
書
は
、
甲
斐
（
現
在
の

山
梨
県
）
の
戦
国
大
名
・
武
田
信
玄
の
書
状
で

す
。
本
文
書
は
、
上
野
国
（
現
在
の
群
馬
県
）

で
の
作
戦
に
つ
い
て
、
現
地
の
武
士
に
指
示
す

る
も
の
で
あ
り
、
永
禄
七
年
（
一
五
六
四
）
の

文
書
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
月
日
の
下
に「
信

玄
」
と
署
名
が
あ
り
、そ
の
下
に
押
さ
れ
た
堂
々

と
し
た
朱
印
が
印
象
的
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
実
は
こ
の
文
書
、
奇
妙
な
点
が
あ

る
の
で
す
。
月
日
の
右
に
少
し
小
さ
な
字
で
書

か
れ
て
い
る
の
は
、
追
伸
で
す
（
白
枠
部
分
）。

読
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。「
追
伸
。
眼
の
調
子
が

悪
い
の
で
、
ハ
ン
コ
を
使
わ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。（
追
々
眼
病
気
故
、
用
二

印
判
一

候
）」。
な

ん
と
、
ハ
ン
コ
を
使
っ
た
言
い
訳
な
の
で
す
。

な
ぜ
信
玄
は
こ
ん
な
言
い
訳
を
し
た
の
で
し
ょ

う
か
。
そ
こ
に
は
ハ
ン
コ
を
め
ぐ
る
大
き
な
社

会
の
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。

　

現
代
の
日
本
に
お
い
て
、
印
章
、
つ
ま
り
ハ

ン
コ
は
、
個
人
の
認
証
や
意
思
確
認
の
方
法
と

し
て
一
般
的
に
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時

代
に
は
す
で
に
、
庶
民
か
ら
役
所
ま
で
ハ
ン
コ

は
広
く
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
中
世

日
本
で
一
般
的
だ
っ
た
の
は
、
ハ
ン
コ
で
は
な

く
、
筆
で
書
く
花
押
で
し
た
。

　

戦
国
時
代
は
、
花
押
の
時
代
か
ら
ハ
ン
コ
の

時
代
へ
ち
ょ
う
ど
移
り
変
わ
る
時
期
に
あ
た
り

ま
す
。
特
に
ハ
ン
コ
を
盛
ん
に
使
っ
た
の
が
東

国
の
戦
国
大
名
た
ち
で
あ
り
、
ハ
ン
コ
を
押
し

た
文
書
（
印
判
状
）
を
広
く
用
い
ま
し
た
。
小

田
原
を
拠
点
と
し
た
北
条
氏
の
「
虎
の
朱
印
」

が
代
表
的
で
す
（
次
ペ
ー
ジ
参
考
図
参
照
）。
本
文

書
に
押
さ
れ
て
い
る
ハ
ン
コ
は
竜
を
か
た
ど
っ

て
お
り
、
武
田
氏
の
「
竜
の
朱
印
」
と
し
て
こ

れ
も
た
い
へ
ん
有
名
で
し
た
。

　

ハ
ン
コ
は
花
押
に
く
ら
べ
て
手
軽
で
す
の

で
、
文
書
を
大
量
に
出
す
こ
と
に
向
い
て
い
ま

す
。
前
の
時
代
に
く
ら
べ
細
か
な
民
政
を
行
っ

た
戦
国
大
名
は
文
書
を
出
す
量
が
増
え
た
の

で
、
ハ
ン
コ
の
導
入
は
そ
れ
に
適
し
て
い
た
の

で
し
ょ
う
。
ま
た
、
ハ
ン
コ
の
特
徴
と
し
て
、

引
き
継
ぎ
が
で
き
る
点
が
あ
り
ま
す
。
花
押
は

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
模
様
を
自
筆
で
書
く
の
が
原
則

な
の
で
、
別
人
に
引
き
継
が
れ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
一
方
、北
条
氏
の「
虎
の
朱
印
」は
代
々

の
当
主
に
用
い
ら
れ
、
家
の
印
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。
信
玄
の
「
竜
の
朱
印
」
も
、
信
玄
の
跡

を
継
い
だ
武
田
勝
頼
に
引
き
継
が
れ
ま
す
。
ハ

ン
コ
の
導
入
は
、
あ
る
種
の
行
政
の
合
理
化
に

つ
な
が
る
側
面
が
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
手
軽
で
引
き
継
げ
る
と
い
う

点
ゆ
え
に
、
ハ
ン
コ
は
花
押
よ
り
も
格
下
と
さ

武田氏の「竜の朱印」
（トレース）

（「竜の朱印」イメージ図）

いつもの書状には

花押を書くぞ

ハンコを使わせてもらいます

武田信玄花押
（トレース）

でも…
　手が痛くて…
　目の調子が悪くて…
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れ
ま
し
た
。
花
押
が
書
か
れ
た
文
書
の
ほ
う
が
、

よ
り
丁
寧
だ
っ
た
の
で
す
。

　

村
や
家
臣
に
対
し
て
出
さ
れ
る
上
位
下
達
の

書
類
系
の
文
書
に
は
、
ハ
ン
コ
を
押
し
て
も
文

句
は
い
わ
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
対
等
な
相
手

と
交
わ
す
タ
テ
マ
エ
で
あ
る
書
状
に
は
、
き
ち

ん
と
花
押
を
書
く
べ
き
と
認
識
さ
れ
て
い
た
よ

う
で
す
。
信
玄
も
書
状
に
は
、
原
則
的
に
花
押

を
用
い
ま
し
た
。
信
玄
の
花
押
は
凝
っ
た
形

で
、
線
を
重
ね
た
り
塗
り
つ
ぶ
し
た
り
と
、
そ

れ
な
り
に
手
間
が
か
か
っ
た
よ
う
で
す
（
前
頁

図
参
照
）。
ふ
つ
う
、
武
家
の
文
書
は
署
名
ま
で

す
べ
て
書
記
が
書
く
の
で
、
花
押
の
代
わ
り
に

ハ
ン
コ
を
押
す
と
、
信
玄
の
自
筆
の
部
分
が
ゼ

ロ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
プ
リ
ン
ト
だ
け
の

年
賀
状
が
ど
こ
か
味
気
な
い
の
と
一
緒
で
、
書

状
に
は
合
理
化
が
そ
ぐ
わ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
本
文
書
の
よ
う
に
、
書
状
に
ハ

ン
コ
を
使
う
と
き
は
ひ
と
こ
と
言
い
訳
す
る
マ

ナ
ー
が
で
き
た
の
で
し
た
。

　

現
存
す
る
他
の
信
玄
書
状
を
見
る
と
、
ハ
ン

コ
を
押
す
と
き
は
、「
手
が
痛
く
て
…
」「
で
き

も
の
が
で
き
ち
ゃ
っ
て
…
」「
戦
場
な
の
で
バ

タ
バ
タ
し
て
い
て
…
」
と
さ
ま
ざ
ま
な
言
い
訳

を
使
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
病
気
を
言
い
訳

に
し
た
翌
日
に
花
押
を
書
い
た
書
状
を
出
し
た

り
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
言
い
訳

が
本
当
な
の
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
極
端
な

ケ
ー
ス
で
す
が
、
信
玄
没
後
、
そ
の
死
を
隠
す

た
め
に
、
右
の
よ
う
な
言
い
訳
を
添
え
て
信

玄
の
ハ
ン
コ
を
押
し
た
書
状
も
現
存
し
て
い
ま

す
。
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
本
文
書
も
、
信
玄
は
内

容
を
ち
ょ
っ
と
確
認
す
る
だ
け
で
、
文
章
か
ら

捺
印
ま
で
家
臣
が
や
っ
て
い
た
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。
そ
れ
で
も
わ
ざ
わ
ざ
具
体
的
な
言
い
訳

を
書
か
な
け
れ
ば
い
け
な
か
っ
た
点
に
、
ハ

ン
コ
文
化
が
で
き
た
ば
か
り
の
時
代
の
特
徴

が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

◆　

◆
　
◆

　

以
上
、
五
回
に
わ
た
っ
て
中
世
古
文
書
の

「
よ
み
か
た
」
を
ご
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。
文

字
列
だ
け
で
な
く
、文
書
様
式
、花
押
や
差
出
・

宛
名
の
位
置
、
使
っ
て
い
る
紙
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
約
束
事
を
読
み
解
く
こ
と
で
、
古
文

書
か
ら
は
た
く
さ
ん
の
情
報
が
得
ら
れ
ま
す
。

中
世
の
古
文
書
の
世
界
の
奥
深
さ
を
少
し
で

も
体
験
し
て
い
た
だ
け
た
の
で
あ
れ
ば
幸
い

で
す
。

（
絵
・
正し
ょ
う
ぼ保 

五さ
つ
き月
）

また別の資料の世界で

お会いしましょう！

参考図　北条氏の「虎の朱印」
四角形の上に寝そべる虎が描かれています。
北条氏朱印状　七月二十三日
（国立国会図書館所蔵「在印古文書」）
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1286878

「資料の世界の歩き方」は、国立国会図書館が
所蔵する資料のうち、少し難しそうな資料を
取り上げ、その「よみかた」に触れる連載です。
「中世の古文書を読んでみよう」のシリーズは
今月でいったんおしまい。来年 1月から新し
いテーマで再開します。おたのしみに！

資料の世界の歩き方

http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1286878
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日
本
に
は
、 

魅
力
あ
ふ
れ
る
絵
本
の
歴
史
が
あ

り
ま
す
。
本
展
示
会
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の

絵
本
の
形
態
、
印
刷
技
術
や
表
現
方
法
の
変
化
な

ど
を
確
か
め
な
が
ら
、
一
千
年
以
上
に
も
及
ぶ
日

本
の
絵
本
の
歩
み
を
た
ど
り
ま
す
。
古
典
籍
資
料

な
ど
も
取
り
入
れ
、
絵
巻
か
ら
デ
ジ
タ
ル
画
像
に

至
る
多
種
多
様
な
形
態
や
豊
か
な
色
彩
を
あ
ま
す

こ
と
な
く
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、
ち
ひ
ろ

美
術
館
所
蔵
の
絵
本
の
原
画
も
高
精
細
な
複
製
画

（
ピ
エ
ゾ
グ
ラ
フ
）
に
よ
り
展
示
し
ま
す
。

　

本
展
で
は
、
時
代
を
追
っ
て
、
4
部
構
成
で
ご

紹
介
し
ま
す
。

　

国
際
子
ど
も
図
書
館
で
は
、11
月
1
日
か
ら
11
月
30
日
ま
で
、

ち
ひ
ろ
美
術
館
（
い
わ
さ
き
ち
ひ
ろ
記
念
事
業
団
）
と
共
催
で
、

企
画
展「
日
本
の
絵
本
の
歩
み
―
絵
巻
か
ら
現
代
の
絵
本
ま
で
」

を
開
催
し
ま
す
。
こ
こ
で
は
、こ
の
展
示
会
の
概
要
と
構
成
を
、

主
な
出
展
資
料
と
共
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

9：30～17：00
※月曜日、11月3日（金）、15日（水）、23日（木）は休館
※会期途中で展示替えを行います。
　前期：11月1日（水）～14日（火）
　後期：11月16日（木）～30日（木）

＜ギャラリートーク＞
11月4日（土）、12日（日）、18日（土）、19日（日）、
25 日（土）、26日（日）
展示会担当者が展示の見どころをお話しします。
※いずれも 14:00 から 30 分程度。申込不要。
展示会場のレンガ棟3階 本のミュージアムに直接お集
まりください。

Facebook ページ「国際子ども図書館の展示（国立国会図書館）」で、国際子ども図書館の
展示会情報等を発信しています。
https://www.facebook.com/ILCLexhibition

企画展

入場無料

『あめのひのおるすばん』より　いわさきちひろ
1968　ちひろ美術館所蔵
絵本『あめのひのおるすばん』【Y17-8334】は国際子ども図書館所蔵
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日
本
に
お
け
る
絵
本
の
源
流
は
、
絵
巻

に
見
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
巻
物
を
広

げ
る
に
つ
れ
て
絵
と
文
が
展
開
し
て
い
く

絵
巻
は
、
絵
入
り
の
本
の
起
点
と
し
て
位

置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　

奈
良
時
代
に
作
ら
れ
た
『
絵
因
果
経
』

は
日
本
最
古
の
絵
巻
と
さ
れ
、
巻
物
の
下

半
分
に
は
経
文
が
書
か
れ
、
上
半
分
に
は

経
文
に
対
応
す
る
絵
が
描
か
れ
て
い
ま

す
。
仏
教
を
紹
介
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ

て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

資
料 

1

　

平
安
時
代
に
な
る
と
、「
竹
取
物
語
」

や
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
の
よ
う
に
物
語
を

題
材
と
し
た
も
の
へ
と
変
わ
っ
て
い
き
ま

し
た
。
絵
巻
は
天
皇
家
や
貴
族
な
ど
が
製

作
、
鑑
賞
す
る
よ
う
な
高
価
な
も
の
で
、

時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
広
が
り
を
見
せ
て

鎌
倉
時
代
に
最
も
多
く
作
ら
れ
た
も
の

の
、
大
名
や
豪
商
な
ど
が
製
作
、
鑑
賞
す

る
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。
資
料 

2 

3 

4

第1部

1 国宝　絵巻『絵因果経』（原本は東京藝術大学蔵。日本美術学院複製）　ちひろ美術館蔵

【 】内は国立国会図書館請求記号

所蔵館について注記がないものは国際子ども図書館蔵

以下のアイコンがついた資料は原資料デジタル化済みです。

国立国会図書館デジタルコレクション（http://dl.ndl.go.jp/）を
通じ、インターネットからご覧いただけます。

国際子ども図書館、東京本館、関西館内の端末でご覧いただけます。

絵
本
の
源
流
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3 絵巻『竹とり物語』 上 【本別 12-3】東京本館所蔵
日本最古の物語『竹取物語』のうち、かぐや姫に求婚に来た貴公子の一人、石作皇子の場面です。結婚を承諾する条
件として、「仏の御石の鉢」という天竺にさえ二つとない珍しい鉢を持ってくるよう、かぐや姫に言われた石作皇子。思
案の末、別の物を持参するも、かぐや姫に見破られてしまいます。

2 絵巻『道成寺繪巻』 二 【ん-8】東京本館所蔵
『道成寺絵巻』は歌舞伎や人形浄瑠璃でも人気の安珍・清姫伝説とは別バージョンの「日高草子（賢学草子）」を描い

た絵巻です。遠州橋本長者の姫を見初めた三井寺の修行僧賢学は文を送り、二人は結ばれます。ところが賢学は、姫
が自身が昔殺したはずの少女であることに気づき、態度を急変させ逃げてしまいます。悲しんだ姫は賢学を追いかけ、
大蛇へと変化し、寺の鐘の中に逃げ込んだ賢学を引きずり出した上、遂には賢学もろとも日高川の水底に沈んでいくの
でした。この絵巻は江戸時代によく知られたものの一つで、模写本が数多く作られたようです。

4 絵巻『伊吹とうし』【寄別 10-48】東京本館所蔵　＊後期のみ
『伊吹童子』は御伽草子で有名な酒呑童子の生い立ちを扱ったものです。近江国伊吹山に住む怪力の男伊吹弥三郎の

遺児として生まれた童子は、生まれながらの大酒飲みで、しかも乱暴者。鬼子として山中に捨てられた童子は、動物に
育てられます。画像は、動物と遊んでいる場面です。



18国立国会図書館月報 679号 2017.11

　

室
町
時
代
後
期
か
ら
江
戸
時
代
へ
と
移

り
変
わ
る
頃
、
巻
物
か
ら
冊
子
体
へ
の
形

態
の
変
化
、
手
書
き
か
ら
印
刷
へ
の
変
化

が
見
ら
れ
ま
す
。

　

室
町
時
代
後
期
か
ら
江
戸
時
代
前
期
ま

で
製
作
さ
れ
て
い
た
絵
入
り
の
彩
色
写
本

を
「
奈
良
絵
本（

１
）」
と
総
称
し
て
い
ま
す
。

奈
良
絵
本
も
絵
巻
も
、
絵
も
字
も
手
書
き

に
よ
る
も
の
で
し
た
。
資
料 

5 

6

　

一
方
、
御
伽
草
子
、
仮
名
草
子
な
ど
の

版
本
の
挿
絵
に
、
丹
（
鉛
丹
）、
緑
（
岩

緑
青
）、
黄
な
ど
、
色
だ
け
筆
彩
色
を
施

し
た
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
「
丹た

ん

緑ろ
く

本ぼ
ん

」
と
言
い
ま
す
。
時
期
や
題
材
な
ど

は
奈
良
絵
本
と
重
な
る
部
分
が
多
く
見
ら

れ
ま
す
。
資
料 

7

　
「
草
双
紙
」
は
、
江
戸
時
代
中
期
に
誕

生
し
て
か
ら
明
治
20
年
前
後
ま
で
、
昔
話

を
中
心
に
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
表
紙
の
色

や
製
本
の
変
遷
に
よ
っ
て「
赤
本
」「
黒
本・

青
本
」「
黄
表
紙
」「
合
巻
」
と
名
称
が
変

わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
本
文
に
は
色
は
つ

い
て
い
ま
せ
ん
。
木
版
印
刷
で
量
産
が
で

き
安
価
だ
っ
た
た
め
、
一
般
庶
民
で
も
購

入
で
き
、
子
ど
も
た
ち
も
楽
し
め
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
資
料  

8

絵
本
の
歴
史

第2部

6 『[ 小袖曽我 ]』【WA32-18】東京本館所蔵　＊前期のみ
横長の形態をした奈良絵本『小袖曽我』です。曽我兄弟が父の仇討ちを前に曽我の里にいる母を訪れます。画像は、兄
弟と母の別れの場面です。初期の奈良絵本には、裏表のページ数枚にわたって絵が続くなどの絵巻の名残りがありますが、
この資料のように綴じを意識した配置になっているなど、巻物から冊子体への変化がはっきりと分かります。
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明
治
時
代
中
期
か
ら
は
、
和
紙
に
多
色

木
版
で
絵
を
刷
り
、
絹
織
物
の
縮
緬
の
よ

う
な
し
わ
加
工
を
施
し
、
欧
文
活
版
で
文

字
を
印
刷
し
た
和
装
和
綴
じ
の
絵
入
り
本

「
ち
り
め
ん
本
」
も
出
版
さ
れ
ま
す
。
昔

話
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
文
化
に
関
す
る

書
物
を
、
当
時
宣
教
師
な
ど
と
し
て
来
日

し
た
外
国
人
が
執
筆
・
翻
訳
し
て
い
ま
し

た
。
絵
は
日
本
画
の
絵
師
が
手
が
け
て
い

ま
す
。
英
語
の
ほ
か
に
も
、フ
ラ
ン
ス
語
・

ド
イ
ツ
語
・
オ
ラ
ン
ダ
語
・
ス
ペ
イ
ン
語

な
ど
が
あ
り
、
日
本
に
居
住
す
る
外
国
人

の
読
み
物
、
外
国
語
の
習
得
を
目
指
す
日

本
人
の
教
科
書
、
輸
出
品
以
外
に
、
外
国

人
向
け
の
お
土
産
と
し
て
も
人
気
だ
っ
た

よ
う
で
す
。
資
料 

9

8『ふんふく茶釜』【寄別 5-3-2-12】東京本館
所蔵　＊前期のみ

5絵巻『付喪神記』【本別 7-562】東京本館所蔵　＊後期のみ
100 年を越えるような長い年月を経て古くなった物には、神や精霊（霊魂）などが宿るとされており、それらは付喪
神（九十九神）と言われています。上記の『付喪神記』の画像は、古い道具が捨てられたことを恨み妖怪になった
場面です。

9『Momotaro』【C-26a】　＊前期のみ

１ 

「
奈
良
絵
本
」
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
明
治
時

代
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
す
。
名
前
の
由
来
は
明
ら

か
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
奈
良
時
代
や
奈
良
地
方
と

の
直
接
の
関
連
性
は
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
『
魅
力
の
奈
良
絵
本
・
絵
巻
』
石
川
透 

編　

三
弥
井
書

店　

２
０
０
６　
【
Ｕ
Ｍ
２
４
‐
Ｈ
１
１
】

7『義経記』 三 【WA7-266】東京本館所蔵　
＊前期のみ
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明
治
時
代
か
ら
戦
前
期
ま
で
は
、
単
行

の
「
絵
本
」
と
「
絵
雑
誌
」
と
い
う
、
二

つ
の
大
き
な
流
れ
を
追
い
な
が
ら
ご
紹
介

し
ま
す
。

　

明
治
時
代
初
期
、
近
代
に
入
っ
た
日
本

に
お
い
て
、
文
字
と
絵
が
配
さ
れ
た
絵
本

的
要
素
を
持
つ
本
が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
明
治
時
代
後
半
に
な
る
と
、
西
洋

の
新
し
い
印
刷
技
術
が
導
入
さ
れ
、
多
色

刷
り
が
飛
躍
的
に
普
及
し
ま
し
た
。ま
た
、

西
洋
か
ら
近
代
的
な
児
童
観
が
も
た
ら
さ

れ
た
こ
と
も
あ
り
、
国
内
で
も
学
齢
未
満

の
子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
幼
児
教
育
制
度

が
整
備
さ
れ
始
め
ま
す（

２
）。
日
清
・
日
露
戦

争
に
よ
る
好
景
気
も
背
景
と
な
り
、
子
ど

も
の
た
め
、
と
い
う
位
置
付
け
の
絵
本
・

絵
雑
誌
が
登
場
し
ま
す
。

　

そ
の
後
、
昭
和
13
（
１
９
３
８
）
年
に
国

家
総
動
員
法
が
可
決
、
同
年
「
児
童
読
物

改
善
ニ
関
ス
ル
指
示
要
項
」
が
通
達
さ

れ
、
戦
局
に
よ
り
出
版
物
に
物
理
的
・
内

容
的
に
統
制
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
も
、
こ

の
時
代
に
お
け
る
着
目
す
べ
き
出
来
事
で

し
た
。

絵
本

　

明
治
3
（
１
８
７
０
）
年
に
出
版
さ
れ
た

『
絵
入
智
慧
の
環
』
は
、
近
代
日
本
の
絵

本
の
起
点
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
初
編
は

文
字
と
絵
を
組
み
合
わ
せ
て
身
近
な
物
や

言
葉
な
ど
を
子
ど
も
向
け
に
示
し
て
い

て
、
今
日
の
知
識
絵
本
に
も
つ
な
が
る
本

で
す
。
資
料 

⓾

 　

明
治
時
代
末
期
に
は
、「
画
帖
」
や
「
絵

ば
な
し
」
が
出
版
さ
れ
始
め
ま
す
。「
絵
本
」

と
い
う
呼
称
が
一
般
的
に
な
る
の
は
大
正

時
代
終
わ
り
頃
か
ら
昭
和
時
代
初
期
に
か

け
て
で
、
明
治
・
大
正
時
代
に
は
「
画
帖
」

ま
た
は
「
絵
ば
な
し
」
と
い
う
呼
び
名
が

一
般
的
で
し
た
。
明
治
44
（
１
９
１
１
）
年
か

ら
大
正
時
代
初
期
に
か
け
て
刊
行
さ
れ
た<

日
本
一
ノ
画
噺>

シ
リ
ー
ズ
（
全
35
冊
）
は
、

巌
谷
小
波
の
文
に
著
名
な
画
家
3
人
が
交

互
に
絵
を
描
い
た
優
れ
た
デ
ザ
イ
ン
の
小

型
本
で
、
日
本
の
近
代
絵
本
史
に
残
る
傑
作

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
頃
か
ら
、
絵
と

文
が
互
い
に
補
い
合
い
、
調
和
し
て
一
つ
の

世
界
を
作
り
上
げ
る
と
い
う
点
で
、
今
日
に

も
通
じ
る
現
代
的
な
「
絵
本
」
の
傾
向
が
現

れ
て
き
ま
す
。
資
料 

�

第3部

明
治
か
ら
戦
前
期
ま
で
の

絵
本
と
絵
雑
誌

⓫『ナカニシヤ日本一の画噺』「イッスンボウシ」
【特 64-813】東京本館所蔵　

巌谷小波 著　杉浦非水 等 画
中西屋　1911

⓾『絵入智慧の環』
【特 38-640】関西館所蔵　

古川正雄　1872
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大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
が
昭
和
11

（
１
９
３
６
）
年
に
創
刊
し
た
、<

講
談
社

の
絵
本>

と
い
う
シ
リ
ー
ズ
が
あ
り
ま

す
。
1
冊
に
つ
き
1
テ
ー
マ
の
単
行
形
式

の
定
期
刊
行
本
で
す
。
昭
和
17（
１
９
４
２
）

年
に
終
刊
と
な
っ
た
後
は<

コ
ド
モ
ヱ
バ

ナ
シ>

と
改
題
し
、
昭
和
19
（
１
９
４
４
）

年
ま
で
続
き
ま
し
た
。
読
む
だ
け
で
な
く

見
る
こ
と
に
も
重
点
を
置
い
た
豪
華
な
絵

本
を
目
指
し
、
当
時
一
流
の
日
本
画
家
や

洋
画
家
を
起
用
し
て
い
ま
し
た
。
ペ
ー
ジ

の
隅
々
ま
で
彩
色
さ
れ
た
印
刷
は
見
応
え

が
あ
り
、
絵
本
を
広
く
一
般
に
浸
透
さ
せ

る
の
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

時
局
の
変
化
に
伴
い
、
愛
国
精
神
を
反
映

し
た
も
の
や
戦
争
に
関
す
る
美
談
な
ど
も

含
み
つ
つ
も
、
昔
話
、
漫
画
集
、
物
語
絵

本
、
科
学
絵
本
な
ど
、
幅
広
い
内
容
を
子

ど
も
た
ち
に
提
供
し
ま
し
た
。

絵
雑
誌

　

絵
雑
誌
と
は
、
１
９
０
０
年
代
に
誕
生

し
た
多
色
刷
り
の
雑
誌
で
、
文
に
絵
が
添

え
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
絵
を
中
心

と
し
た
構
成
が
特
徴
で
し
た
。
最
初
の
カ

ラ
ー
絵
雑
誌
は
、
明
治
37
（
１
９
０
４
）
年

に
大
阪
で
創
刊
さ
れ
た
『
お
伽
絵
解
こ
ど

も
』
と
さ
れ
て
い
ま
す（

３
）。
西
洋
の
物
語
を

紹
介
し
、
挿
絵
に
も
西
洋
の
影
響
が
顕
著

に
み
ら
れ
ま
す
。

　

大
正
期
に
は
、鈴
木
三
重
吉
主
宰
の『
赤

い
鳥
』
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
、
子
ど
も

の
無
垢
な
心
を
大
切
に
す
る「
童
心
主
義
」

に
基
づ
い
た
児
童
文
芸
雑
誌
が
誕
生
し
ま

し
た
。
想
定
読
者
層
を
少
年
の
み
か
ら
少

女
へ
も
広
げ
、
さ
ら
に
低
年
齢
層
へ
と
多

様
化
し
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
流
れ
の
中

で
、
幼
年
向
け
に
絵
を
中
心
と
し
た
絵
雑

誌
が
次
々
と
刊
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。『
幼
年
畫
報
』（
明
治
39
年
創
刊
）、『
子

供
之
友
』（
大
正
3
年
創
刊
）、『
コ
ド
モ
ノ
ク

ニ
』（
大
正
11
年
創
刊
）
も
こ
の
時
期
に
登
場

し
た
雑
誌
で
す
。
資
料 

�
�
�

　

そ
の
後
は
戦
時
統
制
の
影
響
を
受
け
、

次
第
に
絵
雑
誌
の
統
廃
合
が
進
め
ら
れ
、

当
時
の
『
キ
ン
ダ
ー
ブ
ッ
ク
』
は
『
ミ
ク

ニ
ノ
コ
ド
モ
』、
学
年
別
雑
誌
『
幼
稚
園
』

は
『
ツ
ヨ
イ
コ
ヨ
イ
コ
』
と
い
う
よ
う
に
、

戦
争
の
影
響
を
感
じ
さ
せ
る
名
称
へ
と
改

題
さ
れ
る
動
き
も
あ
り
ま
し
た
。

�『コドモノクニ』【Z32-B158】
3 巻 1 号　東京社

�『子供之友』【Z32-B156】
1 巻 6 号　婦人之友社

�『幼年畫報』【Z32-B291】
3 巻 14 号　博文館

２
『
は
じ
め
て
学
ぶ
日
本
の
絵
本
史 

．
１
』
鳥
越
信 

編

　
　

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房　

２
０
０
１　
【
Ｋ
Ｃ
５
１
１
‐
Ｇ
９
８
】

３　

同
右
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昭
和
20
（
１
９
４
５
）
年
、
第
二
次
世
界

大
戦
が
終
わ
り
ま
し
た
。
出
版
界
も
壊
滅

的
な
状
態
に
あ
り
ま
し
た
が
、
自
由
と
民

主
主
義
と
い
う
新
し
い
価
値
観
の
も
と
に

再
出
発
し
ま
す
。
昭
和
24
（
１
９
４
９
）
年

ま
で
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
る
検
閲
が
あ
り
、
ま

た
、
戦
後
し
ば
ら
く
は
仙
花
紙
と
呼
ば
れ

る
粗
悪
な
紙
し
か
手
に
入
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
ん
な
状
況
下
で
も
、
編
集
者
・
研

究
者
・
翻
訳
者
た
ち
は
、
新
し
い
日
本
の

絵
本
を
作
り
出
そ
う
と
模
索
し
ま
す
。

　

１
９
５
０
年
代
頃
に
な
る
と
、
赤
羽
末

吉
や
い
わ
さ
き
ち
ひ
ろ
に
代
表
さ
れ
る
よ

う
な
、
文
も
絵
も
両
方
手
掛
け
る
新
た
な

絵
本
作
家
が
現
れ
ま
す
。
資
料 

� 

　

高
度
経
済
成
長
や
第
二
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー

ム
を
背
景
に
絵
本
の
年
間
出
版
点
数
が
伸

び
た
１
９
６
０
年
代
か
ら
１
９
７
０
年
代

は
、
日
本
の
絵
本
の
黄
金
期
と
言
わ
れ
ま

す
。経
済
的
に
社
会
が
安
定
す
る
と
共
に
、

各
作
家
・
画
家
の
個
性
も
一
段
と
発
揮
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン

ル
が
誕
生
し
ま
す
。
絵
だ
け
で
物
語
や

テ
ー
マ
が
展
開
し
、
画
面
中
に
文
字
が
書

か
れ
て
い
な
い
「
文
字
な
し
絵
本
」、
長

新
太
や
井
上
洋
介
な
ど
が
新
た
に
切
り
開

い
た
、独
特
の
ユ
ー
モ
ア
で
展
開
す
る「
ナ

ン
セ
ン
ス
絵
本
」
と
い
う
分
野
も
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
資
料 

� 

� 

　

扱
わ
れ
る
テ
ー
マ
に
お
け
る
タ
ブ
ー
も
次

第
に
取
り
払
わ
れ
、
社
会
問
題
や
死
と

い
っ
た
題
材
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に

も
な
り
ま
し
た
。

　

１
９
８
０
年
代
に
入
る
と
、
描
か
れ
る

テ
ー
マ
は
一
層
多
様
化
し
、
戦
争
や
い
じ

め
、
公
害
な
ど
に
も
目
を
向
け
た
ノ
ン

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
絵
本
が
登
場
し
ま
す
。
ま

た
、
よ
り
芸
術
的
な
作
品
も
現
れ
て
き
た

こ
と
で
絵
本
を
ア
ー
ト
と
捉
え
る
見
方
も

生
ま
れ
、
読
者
層
が
広
が
り
ま
し
た
。

資
料  

� 

�

　

そ
の
後
、
少
子
化
や
ゲ
ー
ム
・
ア
ニ
メ
・

漫
画
な
ど
の
普
及
に
よ
り
子
ど
も
の
活
字

離
れ
が
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
一
方
、

平
成
12
年
が
「
子
ど
も
読
書
年
」
と
し
て

制
定
さ
れ
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
、
各
地

で
読
書
推
進
活
動
に
関
す
る
取
組
み
が
活

�『スーホの白い馬：モンゴル民話』
【Y17-268】

大塚勇三 再話　赤羽末吉 絵
福音館書店　1967

�『でんしゃえほん』【Y17-N00-408】
井上洋介 [ 著 ]
ビリケン出版　2000

�『キャベツくん』【Y17-7209】
長新太 文・絵
文研出版　1980

第4部

現
代
の
絵
本
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主な参考文献
『絵巻』奥平英雄 著　美術出版社　1957
『はじめて学ぶ日本の絵本史 . 1』鳥越信 編　ミネルヴァ書房　2001
『はじめて学ぶ日本の絵本史 . 2』鳥越信 編　ミネルヴァ書房　2002
『はじめて学ぶ日本の絵本史 . 3』鳥越信 編　ミネルヴァ書房　2002
『ちりめん本のすべて: 明治の欧文挿絵本』石澤小枝子 著　三弥井書店　2004
『魅力の奈良絵本・絵巻』石川透 編　三弥井書店　2006
『絵本の事典』中川素子 , 吉田新一 , 石井光恵 , 佐藤博一 編　朝倉書店　2011

発
化
し
て
い
き
ま
し
た
。
自
治
体
か
ら
赤

ち
ゃ
ん
に
絵
本
を
手
渡
す
「
ブ
ッ
ク
ス

タ
ー
ト
」
へ
の
展
開
も
見
ら
れ
、
赤
ち
ゃ

ん
絵
本
ブ
ー
ム
と
も
い
え
る
現
象
が
起
き

ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
平
成
23
年
3
月
11
日
に
発
生

し
た
東
日
本
大
震
災
と
そ
れ
に
伴
う
福
島

第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
は
、
絵
本
の
世

界
を
も
揺
り
動
か
し
ま
し
た
。
現
実
と
向

き
合
う
作
品
も
あ
れ
ば
、
子
ど
も
た
ち
に

元
気
を
与
え
る
作
品
、
何
気
な
い
日
常
の

大
切
さ
を
描
い
た
作
品
な
ど
が
出
版
さ

れ
、
今
現
在
も
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
資
料 

�

　

展
示
会
場
で
は
、
本
稿
で
紹
介
し
た

以
外
も
含
め
約
２
７
０
点
の
資
料
に
よ

り
、
詳
し
く
日
本
の
絵
本
の
歩
み
を
ご

紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
接
す

る
ラ
ウ
ン
ジ
ス
ペ
ー
ス
で
は
、絵
巻（『
絵

因
果
経
』、『
竹
と
り
物
語
』、『
付
喪
神

記
』）
全
体
を
流
れ
る
よ
う
に
見
ら
れ
る

デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
に
し
て
紹
介
し

ま
す
。
展
示
さ
れ
て
い
る
絵
巻
と
あ
わ

せ
て
、
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

国
際
子
ど
も
図
書
館
へ
の
お
越
し
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

⓲『ユックリとジョジョニ』【Y18-5484】
荒井良二 作
ほるぷ出版　1991

�『ねこのシジミ』【Y18-12026】
和田誠 作
ほるぷ出版　1996

�『ラーメンちゃん』【Y17-N12-J428】
長谷川義史 作
絵本館　2011
作者の長谷川義史が、宮城県石巻の子どもたちに届
けた絵本です。ラーメンちゃんが「なんとか　なるとー」

「しなちーく　よろちーく」と元気を与えてくれます。
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４
月
に
就
職
後
、
国
際
子
ど
も
図
書
館
に
配
属
さ
れ
て
、

早
く
も
７
カ
月
以
上
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
企
画
協
力

課
広
報
係
の
仕
事
は
、
取
材
や
見
学
ツ
ア
ー
、
Ｈ
Ｐ
、
メ
ー

ル
マ
ガ
ジ
ン
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
通
し
て
国
際
子
ど
も
図

書
館
の
こ
と
を
広
く
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
す
。

　
当
初
は
、
講
演
会
や
イ
ベ
ン
ト
の
決
ま
っ
た
情
報
を
外
部

に
発
信
す
る
こ
と
と
単
純
に
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
仕
事
に

慣
れ
て
く
る
と
、色
々
と
考
え
る
こ
と
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
一
つ
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
を
持
ち
、
利
用
者
の

目
的
も
求
め
る
サ
ー
ビ
ス
も
多
様
で
あ
る
国
際
子
ど
も
図

書
館
の
、
ど
の
よ
う
な
姿
を
発
信
し
て
い
く
か
、
と
い
う

こ
と
で
す
。

　
来
館
者
に
は
、子
ど
も
の
へ
や
に
絵
本
を
見
に
来
る
親
子
、

調
べ
も
の
の
部
屋
を
訪
れ
る
修
学
旅
行
中
の
中
高
生
、
児
童

書
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
子
ど
も
の
頃
に
読
ん
だ
本
を
懐
か
し
む
シ

ニ
ア
世
代
の
方
々
、
児
童
書
研
究
資
料
室
で
海
外
の
児
童
文

学
作
品
を
閲
覧
す
る
研
究
者
も
い
れ
ば
、
上
野
の
文
化
施
設

を
め
ぐ
る
最
中
に
休
憩
が
て
ら
立
ち
寄
る
人
も
い
ま
す
。
建

物
の
見
学
が
目
的
で
も
、
帝
国
図
書
館
の
建
築
に
興
味
が
あ

る
人
、
安
藤
忠
雄
建
築
研
究
所
が
手
掛
け
た
建
築
に
関
心
が

あ
る
人
、
資
料
を
長
期
保
存
す
る
た
め
の
書
庫
設
備
に
つ
い

て
色
々
と
質
問
を
す
る
人
な
ど
十
人
十
色
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
要
素
が
多
い
こ
と
は
幸
せ

な
一
方
で
、
図
書
館
と
し
て
の
一
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
見
失

い
そ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
図
書
館
の
も
つ
様
々
な

魅
力
を
自
由
に
発
見
し
て
も
ら
い
た
い
の
に
、
あ
る
ス
ト
ー

リ
ー
に
沿
っ
て
情
報
を
発
信
し
た
結
果
、
か
え
っ
て
図
書
館

の
利
用
方
法
を
限
定
し
て
し
ま
わ
な
い
か
不
安
に
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
て
考
え
に
詰
ま
っ
た
と
き
は
館
内
を
歩
い
て
み
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
帝
国
図
書
館
時
代
は
限
ら
れ
た
人
し

か
入
れ
な
か
っ
た
旧
貴
賓
室
に
響
く
子
ど
も
た
ち
の
楽
し
そ

う
な
声
を
聞
き
、
百
年
以
上
前
の
意
匠
と
現
代
の
ガ
ラ
ス
を

調
和
さ
せ
た
大
階
段
を
登
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
に
し
て
い
る

と
、
明
治
時
代
か
ら
累
積
し
た
図
書
館
の
さ
ま
ざ
ま
な
側
面

を
結
び
つ
け
て
い
る
の
が
こ
の
場
所
で
あ
り
、
場
所
自
体
が

人
々
の
想
い
に
応
じ
て
変
化
を
遂
げ
て
い
く
も
の
で
あ
る
こ

と
を
実
感
す
る
の
で
す
。
こ
の
図
書
館
の
持
つ
顔
は
こ
れ
か

ら
も
増
え
て
い
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
ら
を
結
び
つ
け

一
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
打
ち
出
せ
る
よ
う
な
広
報
を
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。（

企
画
協
力
課
広
報
係
　
ド
ル
ク
ス
）

国際子ども図書館の
さまざまな顔
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平
成
29
年
3
月
中
旬
、
私
は
イ
ギ
リ
ス
へ

の
出
張
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。ブ
ッ
ク
フ
ェ

ア
に
参
加
し
た
り
、
児
童
書
に
関
す
る
サ
ー

ビ
ス
を
し
て
い
る
機
関
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

し
た
り
し
て
、
国
際
子
ど
も
図
書
館
の
活
動

に
役
立
て
る
た
め
で
す
。
滞
在
中
に
訪
れ
た

機
関
の
一
つ
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
児
童
書
関
連

資
料
を
収
集
・
保
存
し
て
い
る
セ
ブ
ン
・
ス

ト
ー
リ
ー
ズ
が
あ
り
ま
し
た
。
図
書
館
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、と
て
も
魅
力
的
な
場
所
だ
っ

た
の
で
、今
回
は「
世
界
図
書
館
紀
行
」シ
リ
ー

ズ
の
番
外
編
と
し
て
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

ニューキャッスル

ロンドン

ヨーロッパ
0

1/4,325,500

500km

ドイツフランス

イギリス

フランス国立図書館
ドイツ国立図書館
（フランクフルト館）

ドイツ国立図書館
（ライプツィヒ館）

ベルリン国立図書館
（ウンター・デン・リンデン館・
ポツダム通り館）

Seven Stories
The National Centre for Children’s Books

清水　茉
ま ゆ こ

有子
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セ
ブ
ン
・
ス
ト
ー
リ
ー
ズ
は
、
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
の
北
東
部
に
位
置
す
る

ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
に
あ
る
施
設

で
、
１
９
３
０
年
代
か
ら
現
在
ま
で
、

２
５
０
人
以
上
の
作
家
や
画
家
に
よ
る

原
稿
や
原
画
な
ど
、
様
々
な
資
料
を
所

蔵
し
て
い
ま
す
。
イ
ギ
リ
ス
児
童
文
学

の
ア
ー
カ
イ
ブ
施
設
と
し
て
、
と
て
も

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

セ
ブ
ン
・
ス
ト
ー
リ
ー
ズ
が
正
式
に

オ
ー
プ
ン
し
た
の
は
２
０
０
５
年
で
す

が
、
設
立
自
体
は
１
９
９
６
年
に
遡
り

ま
す
。
１
９
９
０
年
代
、
原
稿
・
原
画

な
ど
が
海
外
の
コ
レ
ク
タ
ー
ら
の
手
に

渡
る
ケ
ー
ス
が
増
え
、
児
童
文
学
作
家・

画
家
の
間
に
は
、
自
身
の
原
稿
・
原
画

な
ど
の
散
逸
に
対
す
る
懸
念
が
広
が
っ

て
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
資
料
を
文
化

遺
産
と
し
て
認
識
す
る
と
同
時
に
、
そ

れ
ら
を
保
護
し
て
い
く
た
め
の
場
所
が

求
め
ら
れ
、
誕
生
し
た
の
が
セ
ブ
ン
・

ス
ト
ー
リ
ー
ズ
で
し
た
。

　

所
蔵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
作
家
の

ア
イ
デ
ィ
ア
を
記
し
た
ノ
ー
ト
や
手
書

き
の
メ
モ
も
あ
り
ま
す
し
、
編
集
者
の

指
摘
が
書
き
込
ま
れ
た
原
稿
も
あ
り
ま

す
。
画
家
に
関
す
る
資
料
で
あ
れ
ば
、

絵
本
に
な
る
前
の
原
画
か
ら
、
イ
ラ
ス

ト
の
中
の
こ
の
部
分
は
イ
ン
ク
で
、
こ

の
部
分
は
画
用
紙
を
何
パ
タ
ー
ン
も
重

ね
合
わ
せ
て
、
と
い
う
よ
う
な
、
表
現

の
技
術
が
わ
か
る
資
料
も
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
資
料
に
よ
っ
て
、
作
者
が
ど

の
よ
う
に
し
て
そ
れ
を
生
み
出
し
た
か

の
創
作
過
程
を
保
存
し
、
伝
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

案内役のローズ・モックフォードさん
に連れられて最初に入った 6 階の
ラーニング・スペースでは、いきなり
巨大なトラが出迎えてくれました。こ
れは、ジュディス・カーの作品に登
場するトラで、以前彼女の展示会を
開催したときに使われたものです。

エントランスがあるのは 3 階になっ
ています。外壁には、"once upon 
a time" や "into the deep dark 
wood" などの、ストーリーの中でよく用
いられるフレーズがイラストとともに。

セブン・ストーリーズのビジター・センター。
7 階建てで、セブン・ストーリーズという名前の由来
にもなっています。
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（上）7 階のアティック（屋根裏）。おはなし会などのイベントが行われます。
（左上）子どもたちが服装も含めてその世界観に入り込めるように、コスチュームも用意されています。
（左下）話し手は大きなイスに座って。

（右）1 階のラボ。壁紙は、セブン・ストーリーズ所蔵の手書
き原稿などがプリントされたものになっています。（上）1 階の
スタジオ。ワークショップに使われるため、部屋自体も賑やか
なデザイン。

6 階にもギャラリーが。こちらでは、規模が小さめ
で会期も短い展示会が開催されます。

小さな子ども向けの 4 階の部屋です。列車のイラ
ストが壁一面に描かれています。

7
6
5
4
3
2
1

2 階や 3 階にカフェやブックショップもあります。
訪問時には、開催中の展示会「Bears!」にあわせ、
カフェのテーブルの上にはクマのぬいぐるみが。
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ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加

　

今
回
の
訪
問
で
は
、
ビ
ジ
タ
ー
・
セ

ン
タ
ー
に
や
っ
て
来
た
子
ど
も
た
ち
が

参
加
す
る
体
験
訪
問
に
同
行
し
、
セ
ブ

ン
・
ス
ト
ー
リ
ー
ズ
で
行
わ
れ
て
い
る

活
動
を
実
体
験
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

私
が
同
行
し
た
の
は
、
日
本
の
学
年

で
言
う
と
小
学
校
4
年
生
に
あ
た
る
子

ど
も
た
ち
で
す
。
ス
ト
ー
リ
ー・キ
ャ
ッ

チ
ャ
ー
と
呼
ば
れ
る
職
員
に
率
い
ら

れ
、
前
半
の
1
時
間
は
4
階
の
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
、
後
半
の
1
時
間
は
、
1
階
に

あ
る
ス
タ
ジ
オ
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に

取
り
組
み
ま
す
。

作
品
の
世
界
・
背
景
に
入
り
込
む

　

4
階
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、
イ
ギ

リ
ス
の
著
名
な
児
童
文
学
作
家
マ
イ

ケ
ル
・
モ
ー
パ
ー
ゴ
に
関
す
る
展
示

会
「M

ichael M
orpurgo: A Lifetim

e in 
Stories

」が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
モ
ー

パ
ー
ゴ
は
、
映
画
化
も
さ
れ
た"W

ar 

H
orse"

の
作
者
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い

ま
す（

１
）。

　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
は
、
作
家
本
人
か

ら
寄
贈
さ
れ
た
ア
イ
デ
ィ
ア
ノ
ー
ト
や

手
書
き
原
稿
、
挿
絵
を
担
当
し
た
画
家

の
イ
ラ
ス
ト
が
数
多
く
展
示
さ
れ
る
ほ

か
、
作
品
に
登
場
す
る
生
き
物
や
象
徴

的
な
も
の
な
ど
、
作
品
の
世
界
観
を
再

現
し
た
立
体
的
な
展
示
物
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
作
品
に
込
め
ら

れ
た
モ
ー
パ
ー
ゴ
の
考
え
や
信
念
、
執

筆
背
景
な
ど
も
掲
げ
ら
れ
て
い
て
、
作

者
の
頭
の
中
に
ま
で
思
い
を
巡
ら
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
タ
ス

ク
と
い
う
課
題
を
通
し
て
、
モ
ー
パ
ー

ゴ
の
作
品
を
体
験
し
て
い
き
ま
す
。
例

え
ば
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
内
の
ど
こ
か
一
部

分
を
パ
ズ
ル
の
ピ
ー
ス
型
に
プ
リ
ン
ト

し
た
も
の
を
使
っ
て
、
あ
て
は
ま
る
場

所
を
探
し
当
て
る
と
い
う
タ
ス
ク
が
あ

り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
ピ
ー
ス

に
描
か
れ
た
わ
ず
か
な
文
字
や
絵
柄
を

頼
り
に
、
宝
探
し
を
し
て
い
る
か
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

戦
争
や
紛
争
、
平
和
に
つ
い
て
思

考
を
促
す
よ
う
な
タ
ス
ク
も
あ
り
ま

し
た
。
紛
争
地
域
の
パ
レ
ス
チ
ナ
を
舞

台
に
、
カ
イ
ト
（
凧
）
に
平
和
を
意
味

す
る
言
葉
を
書
き
込
み
、
風
に
の
せ

て
分
離
壁
の
向
こ
う
側
に
い
る
ユ
ダ
ヤ

人
の
少
女
に
届
け
る
少
年
が
登
場
す
る

"The kites are flying!″

と
い
う
作
品
が

あ
り
ま
す（

２
）。
子
ど
も
た
ち
は
、
こ
の
ス

ト
ー
リ
ー
の
説
明
を
受
け
た
後
、
自
分

な
ら
ど
の
よ
う
な
言
葉
を
書
く
か
を
考

4 階ギャラリーの展示会「Michael Morpurgo: A Lifetime in Stories」
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（1）日本語版は『戦火の馬』
　　（評論社、2012 年、当館請求記号：Y9-N12-J55）

（2）日本語版は『カイト: パレスチナの風に希望をのせて』
　　（あかね書房、2011 年、当館請求記号 : Y9-N11-J204）

ワークショップの様子

５階ギャラリーの展示会
「Bears!｣

え
、
発
言
し
て
い
き
ま
す
。「Respect

」

「Kindness

」「Peaceful

」「Joy

」
な
ど

の
言
葉
が
、
作
品
に
な
ぞ
ら
え
て
展
示

会
場
内
の
カ
イ
ト
の
形
を
し
た
黒
板
に

記
さ
れ
ま
し
た
。

キ
ュ
レ
ー
タ
ー
体
験

　

体
験
訪
問
の
後
半
、
1
階
に
あ
る
ス

タ
ジ
オ
に
場
所
を
移
し
て
子
ど
も
た
ち

が
取
り
組
ん
だ
の
は
、
ア
ー
テ
ィ
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
（Art

とFiction

を
あ
わ
せ

た
造
語
）
と
い
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

し
た
。
大
き
な
テ
ー
ブ
ル
に
掛
け
ら
れ

て
い
た
ク
ロ
ス
を
め
く
る
と
、
セ
ピ
ア

色
を
し
た
写
真
や
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
、
古

書
、
器
、
ベ
ル
、
箱
、
置
物
、
ム
ー
ト

ン
ブ
ー
ツ
な
ど
な
ど
、
ア
ン
テ
ィ
ー
ク

調
の
も
の
が
た
く
さ
ん
並
べ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
２
、３
人
の
グ
ル
ー
プ
に
な
っ

た
子
ど
も
た
ち
は
そ
れ
ら
の
中
か
ら
一

つ
を
選
び
、
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
（
学
芸
員
）

に
な
っ
た
つ
も
り
で
、
も
の
自
体
の
名

前
、
歴
史
、
起
源
、
所
蔵
し
て
い
る
美

術
館
・
博
物
館
の
名
前
な
ど
を
創
作
し

て
い
き
ま
す
。
途
中
、
な
か
な
か
ア

イ
デ
ィ
ア
が
浮
か
ば
な
い
グ
ル
ー
プ
に

は
、「
ど
う
し
て
こ
ん
な
形
、
色
を
し

て
い
る
か
」、「
ど
こ
で
発
見
さ
れ
た
も

の
か
」
な
ど
の
、
考
え
の
ヒ
ン
ト
が
提

供
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
モ
ー
パ
ー
ゴ
の

展
示
を
見
た
と
き
の
こ
と
を
思
い
出
し

な
が
ら
、
目
の
前
の
「
も
の
」
の
背
景

に
あ
る
ス
ト
ー
リ
ー
を
想
像
し
て
み
る

よ
う
ア
ド
バ
イ
ス
さ
れ
て
い
る
様
子
が

印
象
的
で
し
た
。

　

最
後
に
は
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
そ
れ

ぞ
れ
が
考
え
た
内
容
を
披
露
し
ま
す
。

エ
ジ
プ
ト
で
発
見
さ
れ
た
、
古
い
寺
院

で
見
つ
か
っ
た
、
と
い
っ
た
設
定
や
、

こ
の
よ
う
に
使
え
ば
ヘ
ア
ア
ク
セ
サ

リ
ー
、
こ
の
よ
う
に
使
え
ば
ネ
ッ
ク
レ

ス
、
と
使
い
方
を
考
え
た
グ
ル
ー
プ
な

ど
、
い
く
つ
も
の
視
点
か
ら
子
ど
も
た

ち
の
想
像
力
が
広
が
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
頭
の

中
に
あ
る
ア
イ
デ
ィ
ア
を
書
き
出
し

て
、
そ
れ
を
繰
り
返
し
て
形
に
し
て
い

く
と
い
う
創
造
的
な
プ
ロ
セ
ス
を
体
験

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ギ
ャ

ラ
リ
ー
で
創
作
の
過
程
や
背
景
を
学
ん

だ
後
に
行
う
こ
と
で
、
よ
り
効
果
的
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。

触
れ
る
展
示
、
再
現
す
る
展
示

　

館
内
に
は
5
階
に
も
ギ
ャ
ラ
リ
ー

が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
行
わ
れ
て
い

た
の
は
、
絵
本
や
物
語
に
登
場
す
る

様
々
な
ク
マ
を
テ
ー
マ
に
し
た
展
示
会

「Bears!

」
で
す
。
シ
ニ
ア
・
キ
ュ
レ
ー

タ
ー
の
ジ
ル
・
レ
ニ
ー
さ
ん
が
紹
介
し

て
く
れ
ま
し
た
。
床
に
は
ク
マ
の
小
さ

な
足
跡
が
描
か
れ
て
い
て
、
そ
れ
を
追

い
か
け
る
よ
う
に
し
て
ギ
ャ
ラ
リ
ー
内

を
回
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ク
マ
の
プ
ー
さ
ん
と
し
て
世
界
的
に

も
有
名
な" W

innie-the-Pooh″

を
筆

頭
に
、
イ
ギ
リ
ス
児
童
文
学
の
様
々

な
作
品
と
そ
の
中
に
登
場
す
る
ク
マ
が

次
々
現
れ
ま
す
。" The bear under the 

stairs″

と
い
う
作
品
は
ギ
ャ
ラ
リ
ー

内
に
作
ら
れ
た
階
段
に
、" Can’t you 

sleep, Little Bear?″

と
い
う
作
品
は

子
ど
も
部
屋
の
ベ
ッ
ド
ま
わ
り
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
一
角
に
、
と
絵
本
の
中
の

シ
ー
ン
を
再
現
し
た
展
示
も
魅
力
的
で

し
た
。
ま
た
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
い
た
る

と
こ
ろ
に
、
ク
マ
の
オ
ッ
ト
ー
（" O

tto 

the book bear″

）
も
出
現
し
、
そ
の
場

に
い
る
だ
け
で
わ
く
わ
く
す
る
よ
う
な

空
間
で
し
た
。

　

よ
り
小
さ
い
子
ど
も
も
楽
し
め
る
よ

う
意
識
さ
れ
て
い
て
、
ふ
わ
ふ
わ
の
耳

が
つ
い
た
ク
マ
の
か
ぶ
り
も
の
や
コ
ス

チ
ュ
ー
ム
、
低
い
位
置
に
取
り
付
け
ら

れ
た
パ
ネ
ル
も
あ
り
ま
し
た
。
世
界
の

実
際
の
ク
マ
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
で

は
、
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
ク
マ
の
毛
の

質
感
を
触
っ
て
楽
し
め
る
よ
う
に
工
夫
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が
さ
れ
て
い
て
、
子
ど
も
た
ち
だ
け
で

な
く
、
私
も
思
わ
ず
も
こ
も
こ
と
触
っ

て
楽
し
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

　

羨
ま
し
く
な
る
よ
う
な
場
所
に
い
る

レ
ニ
ー
さ
ん
で
す
が
、
日
本
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
に
つ
い
て
高
く
評
価
し
て
く
れ

て
い
る
よ
う
で
、
話
の
き
っ
か
け
に
な

れ
ば
と
持
っ
て
い
っ
た
「
リ
ラ
ッ
ク
マ
」

の
ぬ
い
ぐ
る
み
を
見
せ
る
と
、「
や
っ

ぱ
り
日
本
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
か
わ
い

い
！
」
と
、
ね
こ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を

集
め
る
日
本
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ

リ
「
ね
こ
あ
つ
め
」
に
夢
中
に
な
っ
て

い
る
と
の
話
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

資
料
の
保
存

　

資
料
保
存
施
設
は
、
ビ
ジ
タ
ー
・

セ
ン
タ
ー
か
ら
少
し
離
れ
、
ニ
ュ
ー

キ
ャ
ッ
ス
ル
市
内
を
横
断
す
る
よ
う
に

流
れ
る
タ
イ
ン
川
の
反
対
側
に
あ
り

ま
す
。
2
週
間
以
上
前
に
連
絡
を
取
れ

ば
訪
問
可
能
で
、
希
望
す
る
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
を
見
る
こ
と
も
で
き
る
そ
う
で

す
。
こ
こ
で
は
、
主
に
ク
リ
ス
・
マ
ッ

キ
ー
さ
ん
に
案
内
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
セ
ブ
ン
・
ス
ト
ー
リ
ー
ズ
で
保

存
し
て
い
る
資
料
の
大
部
分
は
原
稿
や

原
画
と
い
っ
た
散
逸
し
や
す
い
一
枚
も

の
の
紙
資
料
で
す
。
そ
の
た
め
、
基
本

的
に
は
専
用
の
保
存
箱
に
収
納
さ
れ
て

書
庫
の
中
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
に
は
識
別
番
号
が
付
与
さ
れ

て
い
て
、
作
家
や
画
家
の
名
前
の
頭
文

字
か
ら
取
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
ペ
ー
ジ

右
上
の
写
真
の
識
別
番
号
は
ジ
ュ
デ
ィ

ス
・
カ
ー
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
付
与
さ

れ
て
い
る
も
の
で
す
。Judith Kerr

の

頭
文
字JK

か
ら
始
ま
り
、
そ
れ
に
続

く
数
字
に
よ
っ
て
、
資
料
の
内
訳
が
分

か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

他
に
も
、
ル
ー
シ
ー
・
カ
ズ
ン
ズ

や
エ
マ
・
チ
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ク
ラ
ー

ク
、
レ
ベ
ッ
カ
・
コ
ッ
ブ
、
キ
ャ
サ
リ

ン
・
ス
ト
ー
な
ど
、
い
ず
れ
も
イ
ギ
リ

ス
を
代
表
す
る
作
家
、
画
家
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
一
部
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
実
際
に
出
版
さ
れ
た
本
と
見
比

べ
な
が
ら
、
様
々
な
段
階
の
原
稿
・
原

画
を
間
近
で
見
る
こ
と
が
で
き
て
、
と

て
も
貴
重
な
体
験
に
な
り
ま
し
た
。
さ

ら
に
マ
ッ
キ
ー
さ
ん
は
、
私
が
日
本
か

ら
の
来
訪
者
と
い
う
こ
と
を
考
慮
し
て

く
だ
さ
っ
た
の
で
し
ょ
う
、
宮
崎
駿
が

影
響
を
受
け
た
と
さ
れ
て
い
る
ロ
バ
ー

ト
・
ウ
ェ
ス
ト
ー
ル
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

も
紹
介
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ご
自
身
も

思
い
入
れ
の
あ
る
作
家
の
よ
う
で
、
い

つ
か
セ
ブ
ン
・
ス
ト
ー
リ
ー
ズ
と
宮
崎

駿
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
で
き
た
ら
と
夢
見
て
い
る

と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ま
た
、

マ
ッ
キ
ー
さ
ん
以
外
に
も
、
書
庫
環
境

を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
方
、
展
示
会
の
展
示

資
料
一
式
を
複
数
機
関
に
巡
回
さ
せ
る

「
展
示
会
ツ
ア
ー
」
を
管
理
す
る
方
な

ど
、
多
く
の
方
が
作
業
の
合
間
に
話
を

し
て
く
だ
さ
り
、
あ
っ
と
い
う
間
の
滞

在
で
し
た
。

　　

首
都
ロ
ン
ド
ン
か
ら
は
少
し
時
間
が

か
か
る
場
所
に
あ
る
の
で
す
が
、
イ
ギ

リ
ス
に
行
く
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
訪
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

資料保存施設の所蔵コレクション

ニューキャッスル城 ニューキャッスル市内
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昨
年
公
開
さ
れ
た
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画

『
こ
の
世
界
の
片
隅
に
』
は
、
18
歳
で
広
島
か

ら
呉
に
嫁
い
だ
女
性
・
す
ず
の
視
点
か
ら
戦
時

下
の
暮
ら
し
を
描
き
、
多
く
の
観
客
の
共
感
を

よ
ん
だ
。
配
給
が
不
足
し
空
襲
が
迫
る
な
か
で

も
、
毎
日
の
献
立
を
考
え
、
隣
近
所
と
協
力
し

あ
い
な
が
ら
懸
命
に
生
き
る
。
映
画
の
な
か
で

細
部
ま
で
描
か
れ
た
す
ず
の
暮
ら
し
は
、政
治・

経
済
や
戦
争
を
中
心
と
す
る
従
来
の
歴
史
の
記

述
か
ら
は
こ
ぼ
れ
落
ち
て
し
ま
う
女
性
た
ち
の

姿
や
暮
ら
し
と
重
な
っ
て
み
え
る
。

　

本
書
は
、
平
成
26
年
か
ら
平
成
27
年
に
か
け

て
雑
誌『
月
刊
社
会
教
育
』に
連
載
さ
れ
た「
地

域
女
性
史
シ
リ
ー
ズ
」
を
ま
と
め
た
も
の
で

あ
る
。
地
域
女
性
史
研
究
の
あ
ゆ
み
を
概
観

す
る
「
地
域
に
根
ざ
し
て
、
祖
母
・
母
・
娘

た
ち
の
あ
ゆ
み
を
綴
る
」、
全
国
各
地
の
14

の
地
域
女
性
史
研
究
会
の
担
い
手
に
よ
る
活

動
紹
介
の
全
15
回
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

地
域
女
性
史
研
究
と
は
、
歴
史
の
陰
に
埋

も
れ
た
女
性
た
ち
に
焦
点
を
あ
て
地
域
の

歴
史
を
ひ
も
と
く
活
動
で
あ
る
。
地
域
女
性

史
研
究
会
の
さ
き
が
け
は
昭
和
31
（
１
９
５
６
）

年
に
設
立
さ
れ
た
愛
媛
の
女
性
史
サ
ー
ク
ル
で

あ
る
と
さ
れ
る
。

　

本
書
に
よ
れ
ば
、
地
域
女
性
史
研
究
は

１
９
７
０
年
代
以
降
、
国
際
的
な
ウ
ー
マ
ン
リ

ブ
運
動
や
国
際
婦
人
年
の
制
定
を
背
景
と
し
て

急
速
に
広
が
り
、
今
日
で
は
１
０
０
を
越
す
研

究
会
が
全
国
に
存
在
し
て
い
る
。
北
は
北
海
道

の
「
札
幌
女
性
史
研
究
会
」
か
ら
南
は
「
沖
縄

女
性
史
を
考
え
る
会
」
ま
で
、
本
書
に
は
そ
れ

ぞ
れ
特
色
の
あ
る
研
究
会
が
登
場
す
る
が
、
共

通
す
る
の
は
資
料
に
基
づ
く
女
性
史
年
表
の
作

成
、
地
域
に
暮
ら
す
先
人
女
性
の
聞
き
書
き
を

中
心
に
活
動
し
、
そ
の
成
果
を
本
に
ま
と
め
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

本
書
を
通
覧
す
る
と
、
研
究
会
の
担
い
手
の

ほ
と
ん
ど
が
専
門
職
の
研
究
者
で
は
な
い
女
性

た
ち
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。
地
域
に
根
ざ
し

て
生
き
た
女
性
た
ち
の
あ
ゆ
み
を
明
ら
か
に
し

た
い
、
そ
の
一
心
で
活
動
を
続
け
て
い
る
。
各

報
告
か
ら
は
、
文
字
に
よ
る
資
料
に
は
残
ら
な

か
っ
た
女
性
た
ち
の
足
跡
を
求
め
て
、
長
い
年

月
を
か
け
て
聞
き
書
き
に
取
り
組
む
姿
が
伝

わ
っ
て
く
る
。
話
し
合
い
な
が
ら
成
果
を
ま
と

め
る
楽
し
さ
だ
け
で
な
く
、
聞
き
書
き
で
得
た

証
言
を
も
と
に
地
域
の
歴
史
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
な
お
す
か
、
差
別
や
戦
争
責
任
の
問
題
に
ど

の
よ
う
に
向
き
合
う
か
と
い
う
苦
悩
や
葛
藤
、

意
識
の
変
化
が
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
ま
た
本

書
の
魅
力
だ
。
多
様
な
女
性
た
ち
の
声
を
拾
い

上
げ
、
自
治
体
史
や
地
域
史
の
あ
り
か
た
に
問

い
を
投
げ
か
け
る
地
域
女
性
史
研
究
の
活
動
の

醍
醐
味
を
、
研
究
会
の
担
い
手
の
言
葉
を
通
し

て
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
一
冊
で
あ
る
。

　

ま
た
、
本
書
に
関
連
す
る
資
料
と
し
て
、『
地

域
女
性
史
文
献
目
録
』
が
あ
る
。
平
成
14
年
に

国
・
都
道
府
県
の
女
性
政
策
担
当
部
署
と
各
地

の
女
性
史
研
究
会
に
対
し
て
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
も
と
に
作
成
さ
れ
た
目
録
で
、
51
編

の
方
法
論
・
研
究
史
、
１
２
７
６
編
の
地
域
別

文
献
、
４
４
５
点
の
研
究
会
の
機
関
誌
が
収
録

さ
れ
て
い
る
。

　

あ
な
た
が
暮
ら
す
地
域
に
は
ど
の
よ
う
な
女

性
た
ち
の
歴
史
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
本
書
と
合

わ
せ
て
ぜ
ひ
手
に
と
っ
て
み
て
も
ら
い
た
い
。

（
髙た
か
は
し橋　

奈な

お

み
緒
美
） 

地域女性史シリーズ ① ～ ⑮
『月刊社会教育』連載 (2014年1月号-2015年3月号)

地域女性史研究会 編・刊
2015.9　64p　26cm
<請求記号　EF72-L363>
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シ
ス
テ
ム
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
関
す
る
お
知
ら
せ（
２
）

サ
ー
ビ
ス
の
休
止
の
お
知
ら
せ

　

平
成
30
年
1
月
に
予
定
し
て
い
る
シ
ス
テ
ム
切
替
え
の
た

め
、
平
成
29
年
12
月
か
ら
一
部
の
サ
ー
ビ
ス
を
休
止
い
た
し
ま

す
。

　

申
込
み
を
休
止
す
る
サ
ー
ビ
ス

　
　

〇
遠
隔
複
写
（
一
般
利
用
者
・
図
書
館
等
向
け
）

　
　

〇
取
寄
せ
閲
覧
（
一
般
利
用
者
向
け
）

　
　

〇
閲
覧
予
約
（
関
西
館
）（
一
般
利
用
者
向
け
）

　
　

〇
図
書
館
間
貸
出
し
（
図
書
館
等
向
け
）

　
　

〇
文
書
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
（
図
書
館
等
向
け
）

　

ま
た
、
平
成
29
年
12
月
に
予
定
し
て
い
る
国
立
国
会
図
書
館

所
蔵
検
索
・
申
込
シ
ス
テ
ム
（
Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
）
の
サ
ー

ビ
ス
終
了
か
ら
、
国
立
国
会
図
書
館
検
索
・
申
込
オ
ン
ラ
イ
ン

サ
ー
ビ
ス（
国
立
国
会
図
書
館
オ
ン
ラ
イ
ン
）の
開
始
ま
で
の
間
、

一
時
的
に
登
録
利
用
者
情
報
の
変
更
（
失
効
日
の
更
新
を
含
む
）

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
こ
の
期
間
中
に
登
録
利
用
者
情
報
の

失
効
日
を
迎
え
る
方
で
、
失
効
日
を
更
新
す
る
場
合
は
、
Ｎ
Ｄ

Ｌ
‐
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
の
サ
ー
ビ
ス
終
了
前
ま
で
に
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

　

登
録
利
用
者
情
報
の
変
更
は
、
平
成
30
年
1
月
か
ら
国
立
国

会
図
書
館
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
平
成
30
年
1
月
シ
ス

テ
ム
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
お
知
ら
せ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

利
用
者
の
皆
様
に
は
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
・

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
刊
案
内

外
国
の
立
法　

立
法
情
報
・
翻
訳
・
解
説　

第
２
７
３
号

ア
メ
リ
カ
の
統
一
家
族
法
仲
裁
法

カ
ナ
ダ
安
全
情
報
共
有
法

　

―
情
報
活
動
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
め
ぐ
る
問
題
―

欧
州
国
境
沿
岸
警
備
隊
規
則

　

―
Ｅ
Ｕ
の
域
外
国
境
管
理
制
度
を
め
ぐ
る
動
向
―

韓
国
に
お
け
る
不
正
腐
敗
防
止
対
策　

―
「
不
正
請
託
及
び
金

品
等
の
収
受
の
禁
止
に
関
す
る
法
律
」
を
中
心
に
―

中
国
の
映
画
産
業
促
進
法

レ
フ
ァ
レ
ン
ス　

７
９
９
号

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
議
会
制
度

起
業
促
進
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
育
成
に
お
け
る
課
題

　

―
労
働
市
場
柔
軟
化
と
Ｍ
＆
Ａ
円
滑
化
が
鍵
―

ス
イ
ス
の
新
し
い
安
定
供
給
対
策
法
（
備
蓄
法
）

　

―
２
０
１
６
年
6
月
17
日
の
経
済
に
関
す
る
国
の
供
給
に
関

す
る
連
邦
法
―
（
資
料
）

レ
フ
ァ
レ
ン
ス　

８
０
０
号

『
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
』
第
８
０
０
号
刊
行
に
あ
た
っ
て

『
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
』
の
あ
ゆ
み

　

―
第
７
０
１
号
か
ら
第
８
０
０
号
ま
で
―

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
教
育
改
革

　

―
コ
レ
ー
ジ
ュ
（
中
学
校
）
の
改
革
を
中
心
に
―

地
方
を
代
表
す
る
議
院
の
意
義　

―
憲
法
改
正
提
言
及
び
諸
外

国
の
憲
法
規
定
を
素
材
と
し
て
―

駅
ホ
ー
ム
の
安
全
確
保　

―
現
状
と
対
策
―

教
育
勅
語
の
成
立
か
ら
終
戦
後
の
国
会
決
議
に
至
る
経
緯

男
性
の
育
児
休
業
の
取
得
促
進
に
関
す
る
施
策
の
国
際
比
較　
　

―
日
・
米
・
英
・
独
・
仏
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ノ
ル
ウ
ェ
ー
―
（
資
料
）

総
索
引
（
第
７
０
１
～
８
０
０
号
）

カ
レ
ン
ト
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス　

３
３
３
号

小
さ
な
図
書
館
の
挑
戦

　

―
「
猫
ノ
図
書
館
」
開
設
と
ね
こ
館
長
―

フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
の
電
子
図
書
館Gallica

の
20
年

ド
イ
ツ
デ
ジ
タ
ル
図
書
館
（
Ｄ
Ｄ
Ｂ
）
の
沿
革
と
サ
ー
ビ
ス

<

動
向
レ
ビ
ュ
ー>

　

欧
州
に
お
け
る
単
行
書
の
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス

A4 111頁 季刊 1,800円（税別）　
発売　日本図書館協会
ISBN　978-4-87582-803-7

A4 83頁 月刊 1,000円（税別）　
発売　日本図書館協会

A4 164頁 月刊 1,000円（税別）　
発売　日本図書館協会

N
o

.273  Se
p

te
m

b
e

r 2017

外
国
の
立
法

国
立
国
会
図
書
館

Research & Legislative Reference Bureau　National Diet Library

ISBN978-4-87582-803-7

外国の立法
立法情報・翻訳・解説

No.273  September 2017

Research & Legislative Reference Bureau
National Diet Library

ISSN 0433-096X

Legislative Information, Translation and Analysis

国立国会図書館調査及び立法考査局

アメリカ 統一家族法仲裁法
カナダ 安全情報共有法
EU 欧州国境沿岸警備隊規則
韓国 不正腐敗防止対策
中国 映画産業促進法�
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<

研
究
文
献
レ
ビ
ュ
ー>

　

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
の
潮
の
流
れ
は
い
ま

平
成
28
年
度
国
際
子
ど
も
図
書
館
児
童
文
学
連
続
講
座
講
義
録

「
子
ど
も
に
本
を
手
渡
す
た
め
に
―
児
童
文
学
基
礎
講
座
」

児
童
文
学
と
は
何
か
と
い
う
と
て
も
む
ず
か
し
い
問
題

日
本
の
児
童
文
学　

―
「
声
」
の
時
代
、「
声
」
の
わ
か
れ

英
米
を
中
心
と
し
た
外
国
の
児
童
文
学　

―
そ
の
歴
史
と
概
要

絵
本
を
学
ぶ
、
そ
の
序
章
か
ら　

―
絵
本
と
は
何
か

国
立
国
会
図
書
館
が
提
供
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
紹
介

　

―
子
ど
も
の
本
を
探
す
に
は

入
手
の
お
問
い
合
わ
せ

　

日
本
図
書
館
協
会

　

〒
１
０
４
‐
０
０
３
３　

東
京
都
中
央
区
新
川
１
‐
11
‐
14

　

電
話　

０
３
（
３
５
２
３
）
０
８
１
２

第
９
回
科
学
技
術
情
報
整
備
審
議
会

　

7
月
25
日
、
東
京
本
館
に
お
い
て
、
第
9
回
科
学
技
術
情
報

整
備
審
議
会
が
開
催
さ
れ
、
審
議
会
委
員
9
名
、
当
館
か
ら
館

長
ほ
か
14
名
が
出
席
し
ま
し
た
。
第
四
期
国
立
国
会
図
書
館
科

学
技
術
情
報
整
備
基
本
計
画
の
進
捗
状
況
と
、
我
が
国
に
お
け

る
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
構
築
に
向
け
た
国
立
国
会
図
書
館
の

果
た
す
役
割
に
つ
い
て
当
館
か
ら
報
告
し
た
後
、
質
疑
お
よ
び

懇
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

懇
談
で
は
、
ま
ず
、
3
人
の
委
員
か
ら
懇
談
テ
ー
マ
に
関
連

し
た
報
告
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
に
、
研
究
デ
ー
タ
と
図
書
館
と

の
関
わ
り
の
在
り
方
や
、
我
が
国
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ

ン
ツ
の
長
期
保
存
の
在
り
方
・
課
題
に
つ
い
て
委
員
の
間
で
議

論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

科
学
技
術
情
報
整
備
審
議
会
委
員
名
簿

（
五
十
音
順　

敬
称
略
）（
平
成
29
年
７
月
25
日
現
在
）

委
員
長

　

西
尾　

章
治
郎　

大
阪
大
学
総
長

委
員
長
代
理

　

竹
内　

比
呂
也　

千
葉
大
学
副
学
長

委
員

　

石
田　

徹　
　
　

日
本
商
工
会
議
所
専
務
理
事

　

板
倉　

康
洋　
　

文
部
科
学
省
大
臣
官
房
審
議
官（
研
究
振
興
局
担
当
）

　

喜
連
川　

優　
　

情
報
・
シ
ス
テ
ム
研
究
機
構
国
立
情
報
学
研
究
所
長
／

　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
京
大
学
生
産
技
術
研
究
所
教
授

　

倉
田　

敬
子　
　

慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
教
授

　

児
玉　

敏
雄　
　

日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
理
事
長

　

佐
藤　

義
則　
　

東
北
学
院
大
学
文
学
部
教
授

　

戸
山　

芳
昭　
　

国
際
医
学
情
報
セ
ン
タ
ー
理
事
長

　

濵
口　

道
成　
　

科
学
技
術
振
興
機
構
理
事
長

　

藤
垣　

裕
子　
　

東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
副
研
究
科
長
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　

教
養
学
部
副
学
部
長

　

村
山　

泰
啓　
　

情
報
通
信
研
究
機
構
戦
略
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
オ
フ
ィ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　

研
究
統
括
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